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日 本 火山 学会 
(東京 大 学 地震 研究 所 内 )) 


お 
2. 


3. 


日 本 火山 学会 会 則 


本 会 は 日 本 火山 学会 と 称す る . 
本 会 は 火山 学 及び これ に 関連 する 学問 の 進歩 の た め 随 時 次 の 事業 を 行なう . 


4) 研究 発表 及び 討論 会 の 開催 . 
Be) Sak “KU” OFF. 
へ 》) その他. 


本 会 に 次 の 役員 を お く ・. 

委員 長 14 

& 員 30 名 以内 (委員 長 を 含む ) 

ee & BFG 
委員 は 会 員 の 互選 に より , RARRERBORRCIORWSH, 幹事 は 委員 長 が 委嘱 する . 
役員 の 任期 は 2 年 と し , 隔年 3 月 に 改選 する . 再選 を さま た げ ば ない. 
委員 長 は 本 会 を 代表 し , 委員 は 会 の 運営 に と 当る. 幹事 は 会 の 事務 を 分 担 す る . 
総会 は 委員 長 が 召集 し , 少な く と も 年 1 回 開催 する . 総会 の 成立 は 普通 会 員 1/8 以上 の 出席 を 要 
sd. 
会 員 は 名 准 会 員 , MHAARIURMAALL, 会 費 は 普通 会 員 は 年 500 円 , 養助 会 員 は 年 1 ロ 
5000 円 以上 と する . 

Bu 
本 会 の 事務 所 は 東京 大 学 地震 研究 所 内 た に お く . 

委員 の 選挙 は 普通 会 員 に と よる 30 名 連 記 の 通信 選挙 に より , 地球 物理 関係 , 地質 関係 , 地球 化学 
関係 の 各部 門間 に 適正 た 配分 され る よう に 考慮 し て 行なわ れる . 
会 計 年 度 は 4 月 1 日 に 始 つ て 3 月 末日 に 終る . 
会 則 の 変更 は 総会 の 議決 に よる. 


és Rm 。 い 


昭和 33 年 5 月 の 総会 で 承認 され ま し た 会 員 再 登録 を 実施 し て お り ま す が , 本 会 に 関心 を 持た れ 
る 会 員 で まだ 再 登 録 カ ー ド 未 提 出 の 方 は 事務 所 宛 お 送り 下さ い . 

再 登録 され な い 方 は 会 員 の 事務 的 取扱 い を 停止 され ます か ら 至 急 手続 を お 取り 下さ い . 

寄稿 論 計 の 図版 が 不 完全 の 方 が 多い の で す が , その まま 印刷 で きる よう に し て お 出し 下さ い . 
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Pyroclastic flow deposits of Myoko Volcano 
in central Honshu, Japan 


Masao Yamasaki, Nobuhiro NAKANISHI 
and Tetsuo YAMAZAKI 


(Geological Institute, Kanazawa University) 


The history of activity of My6k6, an extinct double volcano in central Honsht, Japan, 
may be divided into the following three stages: 

la Formation of a stratovolcano. 

lb Formation of an explosion caldera accompanied by descent of a voluminous mud 

flow. 
—erosion interval, enlargement of the caldera—— 

2 Eruption of Tsubame andesite lava and pyroclastics, and formation of a flat cone 

within the caldera. 
—erosion interval—— 

3 Eruption of central dome lava and pyroclastic flows. 

The last stage of activity was caused by a hypersthene-hornblende andesite magma. As 
in the case of Mt. Pelée, the protrusion of the central dome lava was accompanied by the 
eruption of pyroclastic flows, and the activity seems to have continued for months or years. 
All pyroclastic flows, except one, which flowed down southward over the caldera rim, ad- 
vanced eastward through the canyon of the Otagiri river, that cuts the eastern caldera wall, 
and spread over the eastern foot. The total volume of the pyroclastic flow deposits, except 
the southern one, whose distribution is not certain, is estimated to be 0.6~0.7 kms. 

The pyroclastic flow deposits consist of ashy matrix and angular compact blocks varia- 
ble in size. Accidental blocks are rare in the deposits. Most of the blocks, matrix material 
and the dome lava are petrographically similar to one another. Scattered orientations of 
magnetic dipoles measured from these blocks suggest temperatures of the blocks at the time 
of deposition were lower than the Curie points of ferromagnetic minerals in the blocks. 
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The writers consider that these blocks were not fragments of the magma generating the 
pyroclastic flow, but fragments of the dome lava which had been cooled down to tempera- 
tures below the Curie points before the pyroclastic flow erupted. The dome lava may re- 
present volatile-poor portions of magma, and the pyroclastic flows volatile-rich portions. 


Hill 


$1. 緒 
妙高 火山 は 新潟 県 西南 部 に あり , A RRERICAKOMRERKEY. CORMCOW TSH 
崎 直 方 り が 調査 し , その 後 久 野 久 BR), 荒牧 重雄 9, HHS? 等 に よ つ て 部 分 的 な 調査 
が 行なわ れ た . と くに 荒 艇 と 村井 は , この 火山 の pyroclastic flow の 調査 を 行ない , 荒牧 は 
それ が 彼 の pyroclastic flow の 分 類 上 , 中 間 型 に 属す る と こと を 指摘 し , 村井 は 特に その 堆積 
物 の 粒度 分 析 を 行 な つ た . 

筆者 等 も と の pyroclastic flow に 重点 を 置い て 調査 を 行ない , 妙高 火山 発達 史 と , その 中 
で の pyroclastic flow 噴出 の 時 期 , その 堆積 物 の 性 質 人 等 に つい て いく つか の 結果 を 得 た の で 
以下 に 報告 する . 

COMPFISAROLRM, LA, RHICESMRROMATRO-RLUCHRbDNKSO 
で , 1960 年 10 月 の 火山 学会 に お いて 報告 され た 内 容 に , その 際 の 討論 等 に 基 い て 補足 を 加 ぁ を 
た も の が 本 稿 の 内 容 で あぁ る. この 研究 に 際 し 山崎 正男 , Wika CALEY, 中 西 は 
化学 分 析 を 担当 し た . 野外 調査 に 当 つ て , 新潟 大 学 歌 代 動 助教 授 , 新井 高校 林 等 教諭 , 東京 教 
育 大 学 学生 鈴木 二郎 氏 の 諸氏 の 御 援助 を 受け た . BAS HEIR AE DAR IC ILA A REO We 
に つい て 御 援 助 を いた だ いた . また 東京 大 学 久野 久 教授 は 未 発 表 の 原稿 の 一 部 を 引用 する こと と 
を 許さ れ た . と と に と れ ら の 方 々 の 御 厚 意 に 厚く 感謝 する . と この 研究 の 費用 の 一 部 は 文部 省 科 
学研 究 費 を 使用 し た . 


§ 2. 妙高 火山 発達 史 の 概要 

妙高 火山 は 形体 上 二 重 式 火山 で , 中 央 円 頂 丘 妙高 山 (2446m) は , 神奈 山 (1909 m), 大倉 山 
(2172 m), 赤倉 山 (2141 m) 等 を 連ね る 外輪 出 に よ つ て 囲ま れ た カル デラ 状 凹 地 (直径 約 3 km) 
の ほぼ 中 央 に 位置 する . 外輪 山 の 東部 は , 北側 の 大 田 切 川 と 南側 の 百田 切 川 と の 2 つの 談 唱 瀬 
に ょ つて 切ら れ , それ ら に は さま れ た 部 分 の 外輪 由 は 前 山 (1935m) と よ ば れ て で てい る. TOR 
出 の 東側 に は 広く ゆる や か な 裾野 が ひろ が つて いる が , その 他 の 方 向 で は 裾 野 の 発達 は 殆 ん ど 
な く 。 特記 西方 で は 。 大 倉山 か ら 火 打 山 (2462 m) へ と 山積 が 連 つ て いる . 東方 の 福野 は 山 休 
中 央 か ら 東 へ 約 10km で , 南北 に 走る , 基 自 か ら な る 山地 に 達し て いる . 

妙高 火山 は , 8B Sk SRRICRA RA LICL, その 後 の 成長 の 過程 は 次 の よ 
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うな 段 階 に 分 ける と と が で きる . 

la 先 カ ル デ ラ 成層 火山 体 の 形成 

lb 爆 爺 ヵ カル デラ の 形成 と 泥 流 の 発生 
侵 人 触 期 カル デラ の 拡大 ーー 
2 HRN DA HY 
{52 $i 9] — 

3 Pyroclastic flow の 流出 と 中 央 円 頂 丘 

の 形成 

第 1 図 に この 発達 史 を 模式 的 に 示す . 
妙高 火山 の 周囲 と は , その カル デラ が , 
Krakatau 型 の 陥没 カル デラ で ある こと と を 示 
す よ うな pyroclastic flow の 堆積 物 も な く , 
また カル デラ 底 に 蜜 出 する 先 カ ル デ ラ 燈 岩 層 
は , 断層 に より 変位 し た 形跡 も な い . 他方 妙 
高 火山 の 東側 裾野 に は 泥 流 堆積 物 が 広く 分 布 
し , COBS, ARH, 従 つ て その 量 は , 
後に 述べ る この 大 山 末 期 た に 噴出 し た pyro- 
clastic flow の それ に 比 し は る か に 大 で あ 
る . 筆者 等 は この 泥 流 の 発生 と カル デラ の 形 
成 と 関係 が ある と 考え た . お そら く 先 カル デ 
ラ 成 層 火 山体 の 形成 後 , 例え ば 1888 HOR 
模 山 の 爆発 の ご と き 活 動 が あぁ つて , 山頂 部 が 
RL, 山体 の 中 央 部 に 東方 に 開い た 馬 中 型 
DIRE AVF AFIBCEKEDERDNS. そ 
の 際 発 生 し た 泥 流 は 主として 東方 へ 流下 し 裾 
野 に 広く 堆積 し た . その 堆積 物 は 現在 北 は 二 
本 木 北 方 まで 追跡 され る . 


CORB AVF TI, CORORMIMCCOMAMICKABO FADES, COR} 


妙高 火山 発達 史 山体 中 央 部 を 大 田 切 火 
AM ii > ISR CWS mM koe 
mS. 

A. ANT 7 MIB KU 1 の 形成 
B. 爆発 カル デラ の 形成 , 泥 流 堆積 物 2 の 堆 

策 
C. ethic LAAN FIOMK 
D. 燕 燈 岩 3 の 噴出 
E. 中 央 円 頂 丘 燈 岩 5 と Pyroclastic flow 

の 流出 堆積 4 
F. 現在 の 妙高 火山 の 断面 
My 妙高 山 , Mi 三田 原山 , 
S 関 温泉 


第 1 図 


K 神奈 山 , 


exe 


カル デラ 内 部 の 侵 触 が 行なわ れ た と 考え られ る . その 結果 , カル デラ は 拡大 し , その 底部 は 次 
SIC PT Sh, 同時 に は し じ め 西 部 が 高 か つ た で あろ う カ ル デ ラ 壁 も , 次 第 に 等 し い 高 さ を 持 
つよ うに 変形 し た の で あろ う . 現在 大 田 切 川 が 火 日 瀬 を な し て 外輪 出 を 切る 峡谷 内 に は , FE 
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カル デラ 成層 火山 体 の 噴出 物 と , 中 央 火口 丘 の 噴出 物 で ある pyroclastic flow の 堆積 物 の み 
が , WEIR LCOS. 泥 流 堆積 物 は そこ に は 存在 し な い . すなわち こと れ は 先 カ ル デ ラ 火山 
鑑 の 斜面 上 に 堆積 し た も の で , 大 田 切 川 の 谷 は , その 後に 形成 され た も の で ある . 

カル デラ 度 の 握 下 げ が 進む に つれ て , 底部 に 厚い ミイ ョ イ 坂 燈 岩 層 が 露出 し , 侵 触 に 抵抗 し 
て , や が て 次 いで 噴出 し た 燕 妖 召 の 基 彼 を な すず と と に な つた . HIG (olivine-augite-opacitiz- 


ed hornblende-hypersthene andesite) の 噴出 は , この よう に 拡大 され た ヵ カル デラ 内 部 で は じ 
まり , 火山 砕 悦 物 の 噴出 と , 燈 岩 流 の 流出 を 2 回 繰り 返る を し じ し , ALF AAIAROPSV, HE 
形 の 火山 体 を 形成 し た . その 燈 岩 の 分 布 を 見 る と , 燈 岩 流 の 東 の 端 が 大 田 切 火 唱 瀬 に 流れ 込み 
か け て 上 正 つ て いる , その 基底 の 高度 る も る, 現在 の 火 唱 瀬底 の 高度 に 比較 し て 著 じ く 遅 わな い . Cc 
れ ら の こと と か ら , 燕 燈 加 の 噴出 が 長い 侵 触 期 に カル デラ が 拡大 され , 掘 下 げ びら れ た 後に 行なわ 
れ た こと と が 結論 され る . 

カル デラ 内 の 称名 滝 , 光明 滝 附近 お よび 総 滝 附近 に お いて , 先 カ ル デ ラ 噴出 物 の 一 つ で ある 
= 4 34 84 (opacitized hornblende-hypersthene-olivine-augite andesite) を 燕 噴出 物 が 
お お つて いる . HIBAO FMI CHITHRO CRM LCRKARBDS 0, thtsa7 at 
坂 燈 岩 を 直接 お お つて いる . 後に 述べ る pyroclastic flow OMPUPILRIMUA OD F MICS 
られ ず , 反対 に 大 倉沢 上 流 お よび 血 の 池 附近 筆 で , 燕 燈 媒 を お お つて いる こと が 認め ら れ た . 
と この こと と は , 燕 燈 娠 が 妙高 火山 最後 の 噴出 物 で ある と し た 山崎 直方 ! り , 村井 ぉ の 考え と は 反対 
の 噴出 順序 を 示し て いる . 従 つ て 筆者 等 は pyroclastic flow HAR OVMEICIEH LeS 
の と 考え た . PRAREM AL pyroclastic flow 堆積 物 と は 岩 質 が ほとん ど 一 致し , RIES 
PRORKARARICIk, COLI RAAORRI RMS, 燕 燈 岩 と 中 央 円 頂 丘 と の 関 
係 を 野外 で 直接 確 め ある こと は で き な か つた が , 筆者 等 は 
上 述 の 事実 や 地形 その 他 を 考慮 し て , HAA, PRA 
頂 丘 お よび pyroclastic flow より 以前 に 噴出 し た も の 
と 結論 し た . E 

関 温泉 北側 の ネ え キ ー 場 の 尾根 の 外輪 山 斜 面 に は , 下部 
に 泥 流 堆積 物 が 志 出 し , それ を お お つて 厚 さ 約 6m の 
火山灰 , 火山 奏 筆 の 降下 堆積 物 層 が あり , 最上 部 に は 薄 


第 2 図 AY, BUR OR 


頭 ス ケッ チ < pyroclastic flow 堆積 物 が 載 つ て いる . COM FYE 
a. Pyroclastic flow 堆積 物 = に tee i 
b. WEF RMLs CH < He OM MRC OM Sh, 堆積 し た も 


C. HEUER dane 
i Beene Pi ewes be の と 思わ れる . LPSITAHWI|OBMBRTEOROL 


部 分 部 で は , 泥 流 堆積 層 の 侵 人 触 面 上 に , pyroclastic flow 
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堆積 物 が 載り , COMICS EN SHIA LA RMOWNERBL LCikb Pac こ < 下部 の 火 
山 灰 層 の 薄い 層 が 存在 する の み で ある . すなわち 上 部 の も の は 侵 館 に よ り 取 去ら れ た と 考え ら 
れる (第 2 図 ), この こと か ら 燕 燈 岩 噴出 後 , 中 央 円 頂 丘 の 噴出 まで の 間 に る も る , (ALM DS 
D, と くに 大 田 切 川 流域 附近 は 侵 館 作用 が 著 し か つ た と と を 示し て いる と 考え られ る . 

上 に 述べ た 燕 燈 岩 の 噴 出 時 期 に 関し て は , 久野 も 筆者 等 と 同 じ 見 解 を も つて いる . 特に 同 教 
授 の 許し を 得 て , 同 教授 が 未 発表 の 資料 に 基 い て 執筆 中 の , 妙高 火山 に 関す る 記載 の 一 部 を , 
Catalogue of active volcanoes of Japan の 原稿 中 か ら 以 下 に 引用 する . “A renewed 


volcanic activity took place within the caldera. A fluid andesite magma was first 


extruded which formed a thin compact lava now exposed within the caldera at So- 
daki and to the south. (Older central cone lava) Then a viscous andesite magma 
rose up through the central vent. It first produced nuées ardentes which rushed 
through the canyon and spread over a wide area east of the cone.——This eruption 
was followed by the protrusion of the lava dome of Mydké-zan which filled the great- 
er part of the caldera.” こと で 久野 の いう old central cone lava AFRIKA ITH4 UT 
a. 
妙高 火山 の pyroclastic flow は 
と の 火山 の 成長 の 最後 の 段階 で , 中 も 如き 


央 円 頂 丘 と と も に 噴出 し た も ゃ ので; SS ss : 
と の よう な 例 は な 他 の 火 出 に お いて も ささ TE 
し ば し ば みとめ られ る こと で ある . 第 3 図 松島 附近 , 関川 治 笠 段丘 の 模式 的 断面 図 
Pyroclastic flow 流出 の 時 代 は 現在 pea bees 

明らか で な い が , と の 堆積 物 中 の 天 oe 


ARRICKSSRU ES, KEMe 

堆積 物 と の 関係 を 調べ る こと に より , 将来 決定 する こと が 可能 に な る か も しれ な い . REO 
川治 時 の 検 島 附 近 で は 上 下 2 段 の 明らか な 段丘 が みとめ られ る が , 上 位 の 段丘 は 上 部 に pyro- 
clastic flow の 堆積 物 が 載り TOTICRERBEB, さら に その 下 は 泥 流 堆積 物 か ら な つて い 
4, 下位 の 段丘 和 面 上 に は , pyroclastic flow 堆積 物 は 存在 せ ず , BIRDIROTWS (F 3 図 ). 


§ 3, Pyroclastic fiow 堆積 物 の 産 状 
穫 者 等 が 調査 し た pyroclastic flow の 分 布 範囲 を 第 4 図 に 示す . この pyroclastic flow は 
カル デラ 中 央 に 開い た 火 日 から 流出 し , DLS TAMCIIRABE REY, さら に その 大 部 分 
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第 4 図 妙高 火山 Pyroclastic flow 分 布 図 
Pyroclastic flow HEB, ARE TRABRAS, ECLOSG 
1 妙高 山 2 神奈 山 rN 4 三田 原山 
5 赤倉 山 6 BU (2~6 外輪 山 , 1 中 央 円 頂 丘 ) 
Ak of, Ar 新井 , Ni 三本木 , Nz iis, Se 関山 , Su a7 IR 
Ta An, Ts ite 
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は 大 田 切 川 咲 谷 を 通 つ て 東方 へ 流下 し た . 山 訪 部 で は , BEER Ate L LC RIRIC HERS 
り , 主として 泥 流 堆積 物 か ら な る 冬 面 を お お つた , 燕 温泉 附近 で は 現在 大 田 切 咲 谷 は pyro- 
clastic flow 堆積 物 と その 下位 の 外輪 山 噴 出 物 を 急 つて 流れ て いる . 関 温泉 附近 か ら 下 流 で 
は , pyroclastic flow と , 所 に より その 下位 の 泥 流 堆積 物 が 大 田 切 川 に より 切ら れ て いる , 東 
HEC HET Lic pyroclastic flow の 一 部 は さら に 北方 の 二本木 方 面 へ 進み , 一 部 は 関川 に 沿 つ て 
東北 方 へ 進ん だ . 前 者 の 堆積 物 は 台地 状 を な し , 二本木 北方 で 新井 の 沖積 平野 に 臨ん で お り , 
TAR, 新井 間 で 国道 が この 合 地 を 降る 所 に 良好 な 露出 が み ら れ る . 後者 の 流れ の 末端 は , す 
で に 述べ た 如く 欄 島 附近 で 段丘 上 に 数 m の 厚 さ で 載 つ て いる の が 認め られ る . 二本木 南方 で 
vk, pyroclastic flow 堆積 物 ( 厚 さ 約 20m) が 泥 流 堆積 物 上 に 載り , さら に 別 の 泥 流 堆積 物 
が pyroclastic flow 堆積 物 を お お つて いる の が 見 られ る . この 上 位 の 泥 流 堆積 物 は , 妙高 火山 
の 噴火 活動 終了 後に , 外輪 山 外 側 倖 面 に お こつ た 崩壊 た に よ つ て 形成 され た も の と 思わ れる . こと 
の 上 位 の 泥 流 堆積 物 の た め に , pyroclastic flow の 分 布 範 囲 を 正確 に 求め る こと が 困難 な 場合 
が ある . 

こぐ の pyroclastic flow の 堆積 物 は 新 赤倉 附近 か ら 南 に は 存在 せ ず , 田 日 附近 は 泥 流 堆積 物 の 
み が 有 厚く 分 布 し て いる . し か る に 東南 廊 の 杉野 沢 附近 と その 西方 三本木 附近 に , pyroclastic 
flow の 堆積 物 が 小 規模 に 露出 し て いる . お そら く こ とこ とれ は 上 述 の 主流 を な する の と は 別に , 外 
輪 山南 忌 を 越し て 東南 方 へ 流下 し た 流れ と 考え られ る が , その 後 の 赤 倉山 南面 の 崩壊 に より 発 
生 し た 泥 流 堆積 物 に お お われ て いて , 分 布 な どの 詳細 は 不明 で ある . WRLLUBICIS, 堆積 時 期 
を 異 に する 新旧 の 泥 流 堆積 物 が ある こと 
WHERTAS TECHS. 

Pyroclastic flow 堆積 物 の 量 は , EBS 
OEE AME cro DRE BA EW. 村 
FP) は 平均 の 厚 さ を 310m と し て いる 
が , これ は 過大 に 見 積 ら れ て いる よう に 
思わ れる . 筆者 等 は , 分 布 面 積 を 32 
km’, 流れ の 中 心 附近 の 厚 さ 20m, 4 


ii 2 Bs 第 6 図 燕 温 泉 , BAL bv a UPREA A o F 
ein aol hat A a Pyroclastic flow 堆積 物 
0.6~0.7km? と いう 結果 を 得 た . これ b 降下 火山 灰 層 

c KWAI 
に は 杉野 沢 方 向 に 流れ た 分 は 含ま れ て い B a Pyroclastic flow 堆積 物 
3 1km? b 降下 火山 灰 層 
な い . すべ て を 含め あて も その 量 は m CEFR LLIB LDC 


を 越 さ な いで あろ う . し か し これだけ の 
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量 が 一 回 の 噴火 で 流出 し た も の で な いこ と は 注意 を 要する . 
燕 温泉 か ら 赤 倉 に 至る 自動 車道 の , 燕 温泉 と 関 昆 トン ネル 間 に は , pyroclastic flow 堆積 物 


mys LIL 


ORGREMDBALNS, 第 5 MtLOUNAMOBMOA, » FT, pyroclastic flow 堆積 物 
ORAICME FURL, MEE KUED DES EOC SRREALTYS, これ ら の 降下 堆積 


移 層 は 数 層 あ 0, pyroclastic flow が 数 回 に 分 れ て , MIOMICAM, 堆積 し た と こと を 示し て 
WA. 特に 第 5 図 B た に み ら れ る よう に , 下位 の pyroclastic flow の 堆積 後 , その 表面 に 一 時 


的 な 侵 館 作用 で 小潮 が で き , 上 位 の pyroclastic flow の 流出 前 に 降下 火山 灰 層 が 堆積 し て , 

と の 溝 を 埋め た と 人 解釈 され る 場合 も ある . と この よう に , pyroclastic flow の 流出 は , 降下 火山 
砕 層 物 の 噴出 と 交互 に 聞け つ 的 に 行なわ れ , 後者 は と くに pyroclastic flow OH OIC ke 
ん に な つた と 考え 々 られる. Pyroclastic flow の 流出 量 は 毎回 平均 0.1~0.3 km 程度 で あつ 


TS ae 


$4 堆積 物 の 性 質 

Pyroclastic flow の 堆積 物 は 灰白色 , 時 に 淡紅 色 ま た は 淡 褐 色 の , 火山 灰 , 火山 砂 等 か ら 成 
る 細 粒 matrix と , その 中 に 散 在 す る 大 小 種々 の 岩 塊 と か ら な る , 著しく sorting の 悪い 堆 
積 物 で ある . 大 き な 吉 頭 で は , 岩 塊 の 量 を 罰 に する 部 分 が 上 下 数 層 に な つて いる 場合 が ある 
が , これ は 上 述 の よう に それ ぞ れ が 噴出 時 期 を 異 に し て いる も の か る も しれ な い . Matrix OB 
結 状 態 は 良好 で な く , 燈 結 作用 は 全く 行なわ れ て いな い . Matrix る 岩 塊 も 同質 の 器 種 の 物質 
か ら な り , 異質 の 外来 岩 刻 は ほとん ど 含 まれ て いな い . 時 に 炭化 木片 が 存在 する こと は , Th 
が 高温 の 状態 で 流下 し た こと を 示し て いる . 

岩 塊 の 形体 は 不 規則 な 角 譜 状 で , AV BORNE, 軽石 流 堆積 物 中 の 軽石 塊 に み ら れ る よう 
な 円 摩 さ れ た 形 は 示し て いな い . 岩 塊 の 大 な も の は さ し わ た し 2m CHL, 二本木 附近 で る 
1m 程度 の も の が 見 出さ れ た . " 岩 塊 は 不 規 則 な 形 の , 微細 な 孔 隙 を 有 し て いる が , 軽 右 な ど 
に 比較 すれ ば は る か に 維 密 で , RA LRA 5 MICO CHRO RE HE OW EI, 
1.7, 2.0, 2.3, 2.6, 2.7 で あつ た . と これら の 値 は 中 央 円 頂 丘 の 山頂 附近 で 採集 し た 円 項 丘 燈 
AD RENT HR 1.9 より むし ろ 大 で ある . 

“Ai hypersthene-hornblende andesite で 鏡 下 で は , 不 規則 な 形 の 気泡 を 持つ 無色 ガラ 
ス 質 石 基 中 に , plagioclase (lab.~and.), hornblende (X=yellow, Y=dark greenish brown, 


Z=dark greenish brown, 時 に 酸化 され て reddish brown と な る が , black opacite +z 
と め ら れ な い ), hypersthene お よび opaque ore の 斑 唱 が 散在 し , まれ に 少量 の quartz, 
augite の 斑 品 が 存在 する こと が ある . し ば し ば plagioclase, hornblende, hypersthene © 
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形 結語 が 粗 に 集合 し , いわ ゆる cognate oe 
inclusion に 特有 の 組織 を 示し た も の が , I 1 a 
肉眼 的 か ら , 顕微 鏡 的 な 大 き さ ま で の 破片  sio, 63.51 62.44 56.45 
es TiO, 0.63 0.76 0.69 
を な し て 含ま れ て いる . ABEABOKE : 
ue Al,O3 16.13 16.72 18.09 
は , CHE BMOMALIZLALBILIV FeO, 2.28 2.26 3.18 
: 5 : FeO 3.50 
が , ABRWAMROMBIC, と くに FF oe a 
MnO 0.18 0.14 0.26 
cognate inclusion が 多く 含ま れ て いた . MgO 2.26 3.16 4,23 
4 : 8 
PLAC, TRRee, Fae 0 — coe cia 
Na;O 2.68 2.67 2.47 
中 の cognate inclusion の 化学 成分 を 示し  k,O 1.98 1.75 1.20 
Gece ie H20 (+) 0.91 0.52 0.75 
H,0 (—) 0.13 0.21 0.26 
P.O; 0.17 0.22 0.20 
Total 100.21 100.79 100.58 
Q 23.58 21.17 12.80 
or 11.69 10.35 | 7.07 
ab 22.54 22.60 20.87 
an 26.15 28.45 34.77 
di 1.59 0.89 3.72 
hy SS GY Ti d2 2 13.86 
ap | 0.34 0554 = ae S047 
il | 1.21 1.45 | 1.31 
mt oe) Wee ieee 5 a eee sy 


I: Essential block in pyroclastic flow deposit 


S (hypersthene-hornblende andesite). Saka- 
#86 Pyroclastic flow 堆積 物 中 の 岩 塊 guchi-shinden (TY 60050201). 
の 自然 残留 磁気 帯 磁 方 向 Il: Central dome lava (hypersthene-hornblende 
(すべ て の 点 は 北半球 上 に ある ) andesite). Summit of Mt. Mydké (TY 
標本 採集 地点 AAI, Baiaext 60073101) 
Ht Il: Cognate inclusion in I. 


CHS. この cognate inclusion 中 の hornblende は 一 部 pyroxene opacite (augite と 


magnetite の 小粒 の 集合 体 ) に 変化 し て いる . 化学 成分 上 も , CHOORGMLAREM SG Lid 


苦 し い 差違 が な い . 


上 述 の pyroclastic flow POP, 妙高 火山 最後 の 噴火 活動 を 起 し た magma の 固 結 物 
で あぁ ある こと と は 確か で ある が , それ ら が 含ま れ て いる pyroclastic flow を 発生 し た magma の 
固 結 物 , すなわち 真 の essential な 岩 塊 で ある か 簿 か に つい て は 問題 が ある . 筆者 等 は 荒牧 
LEK? の 考え に 従 つ て , 大 田 切 川 の 関 温泉 対 拘 の 露頭 で 採取 し た 7 OR BO BABE RR 
OMA Be Lc. その 結果 は 第 6 図 に 示す 如く , 帯 磁 方 向 の 一 致 が 認め られ な か つた . 
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と の 結果 は 資料 が 不 充 分 で あり , 今後 な お 検討 を 要する こと で は ある が , THEDGMA, そ 
れ ら に 含ま れる 磁性 鉄 物 の Curie 点 以下 の 温 鹿 で 現 位置 に 堆積 し た こと を 示す も の で ある 可 


能 人 性 が ある . 


§ 4. 噴火 の 様式 
妙高 火山 最後 の 噴火 活動 は , hypersthene-hornblende andesite 質 magma に よ つ て 起 さ 


れ た . その 活動 は , MP KUREOMIH, pyroclastic flow の 流出 , MaOwMHic kok 
の 形成 と いう 異な つた 型 の 噴火 が 交互 に 繰り 返 を えさ れ た も の で ある ら じ い . CORT OB 
は 1902~1903 年 , 1929~1932 年 の 2 回 の Mt. Pelée OIA KLEMM LTW4ZERZ SNS. 
妙高 の 場合 も Mt. Pelée O14 (PERRET), と 同様 に , 初期 に は pyroclastic flow の 発生 
が , 後期 に は 燈 岩 の 流出 が 願 著 で あつ た と いう こと は 想像 する こと が 可能 で ある が , この 種 の 
噴火 で は , pyroclastic flow の 発生 する 段階 と , 燈 娠 の 流出 する 段階 と は 閣 移 的 で , ある 期間 
両者 が 重複 する 場合 が ある . 円 頂 丘 が 形成 され る 間 に , 熱 圭 が 間 け つ 的 に 発生 する 例 は Merapi 
火山 (VAN BEMMELEN)” や , 1955 年 の Bezymianny 火山 (Gorsuikov)®? の 噴火 の 場合 に も 認 
め ら れ て いる . 妙高 の 場合 も , 外輪 山 壁 を 越し て 南方 の 杉野 沢 方 向 へ 流下 し た pyroclastic 
flow は , 中 央 円 頂 丘 が 成長 し , カル デラ 底 が 浅く な つた 頃 に 噴出 し た も の で ある か も し れ な 
>. 
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妙高 の 最後 の 噴火 活動 が , 上 に 述べ た よう な る の で ある と すれ ば , それ が Mt. Pelée OH 
合 と 同様 比較 的 長い 期間 続い た と 考え る と と は 可能 で ある . すなわち pyroclastic flow は 比 
較 的 長い 間隔 を お いて 発生 し , その 間 に 円 頂 丘 の 形成 が 進め られ た と いう 状態 が あつ た と いう 
と と が 想像 され 得る . Pyroclastic flow 中 の 媒 塊 が 低温 で あぁ あつ た か る 知れ な いと いう , 前 に 述 
べた 岩 塊 の 帯 磁 方 向 の 測定 か ら 導 か れる 推定 は , TNHHOBMA, 噴出 後 あ る 時 間 を 経て 冷却 
LEAREMADS, 破片 と な つて pyroclastic flow HITE VUENELOCHASLMRTH 
(L, FIBTS < BCS S*, 

妙高 の pyroclastic flow HICRHOKRFRSLWT Ls, magma の 爆発 的 発泡 作用 が 火 
日 道 の 比 較 的 上 部 で お と つた た めで ある と し て 説明 され る . Magma kA eICK Oe LA 
L, 地表 に 滋 流 し て 固 結 する 一 方 , KAO LM Cl, magma 中 を 上 昇 し て くる 揮発 性 物質 
DSS L, 間 け つ 的 に 爆発 的 な 発泡 を し て , pyroclastic flow を 発生 し た も の で あろ る う . その 
際 爆 発 を 起 し た magma は ほとん ど 火 山 灰 等 の 細 粒 な 物質 に な つた の で は ある まい か. 1902 
年 5 月 の Soufriere 火山 噴火 の 熱 枝 は , 火山 弾 , MEISEL, KR EBACWREW 


*HABS CN SOGRA, 円 頂 丘 燈 岩 の 破片 で あろ うと いう 見解 を 持つ て いる (私 信 に よる ). 
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う (Hay). と この 噴火 で は 族 内 の 流出 は 行なわ れ な か つた . 筆者 等 は 妙高 の pyroclastic flow 


中 に , どれ だ け の 量 確実 に essential CHS LMECESHMDSENTHS PHS DCI 


い . し か し 妙高 の 場合 も Soufriere の 場合 の 如く 実際 に 爆発 を 起 し た magma の 破片 ) す な 
わ ち 真 の essential な 物質 は 主として 火山 灰 質 の も の で は ある まい なか. 

最後 に magma の 粘性 に つい て , 今後 検討 され る べき 問題 を 指摘 し た い . HHS pyro- 
clastic flow を magma の 粘性 に 従 つ て 分 類 し , HERE の essential な 岩 塊 の 札 際 率 か ら , 
magma の 粘性 を 推定 し て いる . し か し 特に 荒牧 が 導 義 の 熱 枝 と し て 分 類 し た , QR Hac 
特徴 ず け られ る pyroclastic flow の 場合 は , それ ら の 岩 塊 が 果して 爆発 を 起 し た magma の 
BRIT CHER BPOWZEETA LV. 岩 塊 が 紋 密 で ある と いう こと は , magma が 粘性 に 富 
ん で いる と いう こと を 意味 する か も し れ な い が , 同時 に magma が 充分 発泡 する に 足る だ け 
の 揮発 性 物質 を 保持 し て いな か つた と いう こと か る 知れ な い . 妙高 の 場合 , FRERHRABS 
らく その よう な 状態 の magma が 固 結 し た も の で あろ る う . も し その 性 岩 が 未だ 高温 の 状態 の 
うち に , ev CHA Lr pyroclastic flow 中 に 破片 と し て と りこ まれ た 場合 は )』」 お われ われ は 
BBB OPWEDb Cli, それ が 真 に essential な 盟 塊 で ある か 否 か の 判定 は つけ られ な い . 
従 つ て , COBBEBBECH SM, その flow ®RBOAZLAEL, 粘性 に 富 magma 
の 産物 と 考 を る で あろ う . 同じ と と は 潜 間 火山 の 1783 年 の 噴火 の 場合 に つい て も いる を る. こ 
の 噴火 で は , 短 時 間 の 間 に , 吾妻 熱 雲 , 蒲原 熱 雲 , 鬼 押 出 燈 岩 流 が 流出 し て いる (荒牧 )”. Tt 
艇 9 は 蒲原 熱 枝 を 狭義 の 熱 枝 と し て , Mt. Pelée 等 と 同 程度 の 粘性 の 大 な magma に より 発 
生 し た も の と し た . CML, その 直前 に 発生 し た 理 妻 熱 枝 は , 中 程度 の 粘性 を も つ 中 間 型 で あ 
り , その 後に 流出 し た 抑 押 出 燈 岩 流 は , 比較 的 流動 性 に 富み, 山腹 を 流下 し て いる . THEO 
吐出 物 の 組成 の 間 に 著 し い 差 が な いと すれ ば , WMRABLRE LE magma の 粘性 の みな が 大 
で ある と いう こと と は , 温度 の 降下 に 帰す る の が 順当 で あろ る ろう . し か し 火 日 道内 に 存在 する 
magma が 短 時 間 の うち に その よう に 温度 が 降下 する と と が 可能 で あろ うか , 筆者 等 は むし 
A, 蒲 原 熱 雲 中 の 岩 塊 が 紋 密 で ある と こと は , それ ら が , それ 以前 の 噴火 の 後に , 火 唱 道上 部 に 
Bali, 揮発 履物 質 に 乏しい, し か し 未だ 充分 に 高温 な magma ORF CHhSKHCHO 
て , それ ら は , 熱 雲 の 発生 源 と な つた magma の 破片 で は な いと 考 を た い . この 問題 は , 特 
に 狭義 の 熱 雲 等 を 研究 する 場合 に 更に 検討 を 要する 問題 で あろ う . 揮発 性 物質 の 渡 集 に より , 
magma の 粘性 が どの 程度 減少 する か は 判ら ない が , WHOBE, Pi) AIRE AIRED 
形成 され て いる 点 か ら , 妙高 の magma の 粘性 は , 1783 年 の 浅間 の 場合 より , 大 で あつ た ろ 
うと 考え られる. また 火山 灰 に 富む pyrociastic flow が 発生 する こと は , magma が 揮発 性 
移 質 に 富ん で いる と いう こと と が 一 つの 理由 と し て 考え られ る が , その 場合 に magma の 粘性 の 
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大 小 が , どの よう に 影響 する か る も , 今後 検討 され る べき 問題 で ちあ ろう; 


1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
6) 
7) 
8) 


9) 


10) 
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Sarr, WER By 谷 vy 
(昭和 35 年 5 月 10 日 , 10 月 25 日 発表 一 昭和 36 年 1 月 24 日 受理 ) 


A Study of Volcanic Activity of Mt. Asama 


Hiroshi Sexrya 
(Karuizawa Weather Station, Japan Meteorological Agency) 


Volcanic earthquakes, volcanic smokes, state of crater, and other volcanic phenomena 
have been continuously observed since 1923 at Oiwake Volcano Observatory, located 7.6km 
_SSE of the crater and at Karuizawa Weather Station, located 9.1km SE of the same crater. 

The volcanic earthquakes treated in this report were mainly recorded by seismograph 
of low magnification since 1923 at Oiwake Volcano Observatory. The volcanic smokes were 
observed since 1939 from Karuizawa Weather Station. 

In recent seismometrical investigation of Volcano Asama, the telerecording seismograph 
is used. Transducer, connected to the recorder at Oiwake Observatory with wire, is set at 
Chinotaki, situated at 3.75km SSE of the crater. This seismograph is adjusted to 6000 in 
magnification. 

The author treated the variation of probability of eruptions, the monthly numbers of 
earthquakes and tremors originating from the volcano, the probability of occurrence of enor- 
mous quantity of smoke and the explosion energies. 

It is pointed out that the I-distribution of the factors participating in the eruptions are 
often of normal distribution. The correlation between the eruptions and the monthly num- 
ber of the earthquakes, and that between the eruptions and the quantity of the smoke are 
studied. It became clear that in the most case an increase of volcanic micro-earthquakes and 
a remarkable increase of smoke indicated a high probability of great eruption. 

However, during the active periods, the relation between the eruptions and the number 
of micro-earthquakes were not so marked. 

The relation between the eruptions and the sum of volcanic micro-earthquakes or the 
quantity of smoke observed during the period from January 1949 to October 1959 were sta- 
tistically studied by the method of multiple correlation. The regression plane for the cal- 
culation of the probability of eruptions are given by formulae (5) and (6). The regression 
plane for the calculation of the monthly sum of kinetic energy of eruptions are given by 
formulae (7) and (8). From January 1939 to November 1960 (no data were given from 
March 1945 to December 1948), the probability and the kinetic energy of eruptions calculated 
by the experimental formulae (5)-(8) were discussed. The eruptions occurred scarcely in 
the domain of Z or E<0, while in the domain of Z or E>0, eruptions frequently occurred. 
It was found that calculated values of Z or E were more useful for anticipation of erup- 
tions than the monthly number of the volcanic earthquakes and tremors, and the quantity 
of the smoke. 

The great eruption on September 23, 1950 occurred when the values of Z and E were 
larger than those of inactive periods. 


ae faaet eae med ae J 
浅間 山 の 噴 火 に つい て の 研究 は か な り 古 い 時 代 か ら , 噴火 の 記録 , 地質 学 , 地球 物理 学 , 地 
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束 化 学 筆 の それ ぞ れ の 分 野 で 行なわ れ て きた が , と の 報告 は と れ ら 諸 先 輩 の 業績 を 参考 に し て 
編集 し た 「 浅 間 山 爆発 史 集 」! と, 1923 年 11 月 か ら 追 分 観測 所 (火口 よ り 南 々 東 7.6 km) で 
行 な つ て きた 火山 性 地震 を 主 と し た 火山 観測 , な ら び に 1939 年 1 月 か ら 軽 井沢 測候所 CKA 
より 南東 9.1 km) で 行 な つ て きた 噴煙 等 の 観測 値 か ら , 噴火 の 性 質 , 噴火 と とこ れ ら の 観測 値 
と の 関係 を 分 析 し , 20 数 年 間 の 噴火 を 量 的 た 求め る 予報 方 式 を 作 つ て , 計算 値 と 実測 億 を 比 
較 検 討 し た も の で ある . 

な おお, こと の 報告 で 扱 つ た 火山 性 地震 の 観測 は , 1923 年 11 月 に 固有 周期 6sec, 基本 倍率 
70~100 倍 の 大 森 式 微動 計 で 開始 され , 1952 年 9 月 か ら 固 有 周 期 1 sec, 倍率 300~350 FO 
右 本 式 地 震 計 が 併設 され , さら に 1957 年 8 月 か ら 実 験 観測 で は ある が , 倍率 3300~3500 倍 
の 光学 式 の 石本 式 地 震 計 で , また , 1960 年 8 月 か ら は 周期 1 sec, 倍率 約 6000 HOR RAM 
震 計 を 血 の 滝 ( 火 晶 より 南 々 東 3.75 km) に 設置 し , 有線 遠隔 記録 法 に よ つ て 追分 観測 所 で 
観測 を 続け , 松代 を は じ め , 前 橋 , 長野 , 松 本 , 甲府 , 熊谷 等 の 観測 値 を 参考 に し て , Kee 
震 と 一 般 地 震 と の 分 離 に つと め て きた . 特に 古い 観測 値 は この よう な 比較 が む づ か し い の で , 
最近 3 ヵ年 の 各種 地震 計 の 比較 観測 で 得 ら れ た 結果 を も と に し て , 全 記 象 紙 を 当時 の 原簿 気 
REAR, 地震 月 報 と も 照合 し て 読み 直し , 歴史 的 に 観測 し て きた 火山 性 地震 の 発生 の 変動 が な 
る べく 客観 的 に 表 わ せ る よう に 心掛け た . 
また , 噴煙 の 遠望 観測 は 1939 年 1 月 か ら , 軽井沢 測候所 で 開始 され , 噴煙 量 は 目視 に よる 
容積 を 0 か ら 6 の 7 階級 に 分 け , Ble, KA, 灰 , 灰 褐 , 黒 福 な ど に , BER, Ff, Bic 
わけ て 記述 し , 高 さ は 測 高 器 で , 流れ の 方 向 は 目測 で 行 な つ て きた . そし て 気象 観測 で 雲 と 雨 
を 区 別して いる よう に , 噴出 の 際 に 灰 , 砂 , 火山 弾 等 を 噴き 上 げ る よう な 噴煙 は , 量 や 場所 の 
いか ん に か か わら すず, また 天気 が 悪く て 観測 で き な い 場合 で も , 風下 側 の 人 々 の 情報 な ど を 人 参 
考 に し て 噴火 現象 と し て 記録 し て きた . この 報告 は 20 年 以上 毎日 観測 を 続け て きた 火山 性 地 
be CTA, な ら び に 噴火 資料 に 解析 を 加え た も の で ある . 


§2. 火山 活動 の 変遷 と その 観測 

浅間 山 の 噴火 活動 の 持続 性 や , 活動 群 の 存在 な ら び に 周期 性 に つい て は , すでに 別 報 ” で 論 
じ た が , 小 規模 な 噴火 は 観測 し に くい の で , 噴火 の 持続 性 を 利用 し て 噴火 回 数 の 代り に 噴火 日 
数 を と つた . Fig. 1 ほこ うい う 見 解 に 従 つ て , 月 毎 の 噴火 日 の 確率 (月 の 日数 で その 月 の 噴火 
日数 を 除 し た も の ) の 果 年 変化 を 求め た も の で ある . 

また , Fig. 2 KWAME O REDE (GCH SM, 1931 年 以前 の 観測 値 に は 時 々 欠 測 が あ 
る の で 省略 し た . Fig. 1 と Fig. 2 を 比べ て みる と, 噴火 日 の 確率 の 大 きい と き は 火山 性 地 
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BORCS<, 反対 に 小さ く な る と 少な く な る 傾向 が ある . そし て 両方 共 活 動 の は じ ま る 初期 
CVS MATOS, 時 間 の 経過 と 共に 不明 瞭 に な り , ある 期間 を 過ぎ る と も と の 経過 を 
WOCT<, BBBS FICRLABKAH BONL-MLTVSTLERLTWS,. 

Fig. 3 は 日 最大 噴煙 量 5 ED ARORA EO REOWLEHANAELOCSD SB. なお, 
噴煙 量 の 変動 を 調べ る の に 階級 5 以上 の 発生 頻度 を 用 いた の は , 1958 年 の 活動 の 前 後に お い 
て , 東大 火山 観測 所 の 東 前 掛 の 電磁 式 4000 倍 地 震 計 の 火山 性 地震 数 と 噴煙 量 の 関係 を 求め 
SE, 階級 の 4 まで は 火山 性 地震 の 数 も 少なく, その 関係 る 不 規 則 で ある が , 5 以上 の 時 は 火 
日 付近 の 微小 地震 数 が 急激 に 多く な つて いる こと が 認め られ る か ら で あ る 9. MME 
し て の 雲 物理 学 的 の 問題 や , 捧 散 現象 筆 の か な り 複 雑 な 現象 を 含ん で いて , さら に 火 日 付近 の 
微小 地震 と の 関係 は む づ か し い 問 題 で , BRA? る 火山 性 ガス の 観測 で 噴火 前 に SO2, HCI な 
ど が 増加 する こと と を 指摘 し て いる が , こと で は 火口 付近 の 微小 地震 と の 関係 に お いて , TOL 
うな 扱い 方 を する と , 噴煙 量 が 火山 活動 の 変動 を 知る 上 に 重要 な factor と な る で あろ る うと 考 
えた か ら で あ る . BR, Fig. 3 と Figs. 1, 2 と を 比べ る と , 噴煙 の 増加 は 噴火 活動 の 開始 の 
初期 に は 噴火 に 1~2 か 月 先 だ つ て 現われ , 噴火 日 の 確率 が 大 きい 間 は 噴煙 量 も 多く な つて い 
b. 

Fig. 4 は 筆者 が さき に 報告 し た よう に 2?, 水上 が 1935~1938 年 の 噴火 期間 に 来 あ た 噴火 の 
機械 的 エニ ネル ギー の 算出 方 式 ? を 追分 の 観測 値 に 引用 し て 実験 式 を 求め , 噴火 の 機械 的 エネ ル 
ギー の 果 年 の 変化 を 求め た も の で , 一 般 に 火山 性 地震 や , 噴煙 量 の 多い 時 は , 噴火 の 機械 的 ェ 
ネル ギー る も 大 きく な つて いる が , 活動 群 の 後半 で 発生 する 大 規模 な 噴火 は , 活動 初期 の も の に 
比べ て 火山 性 地震 や , 噴煙 量 が 少な く な つて いる . 


§ 3. 噴火 に 関係 ある 諸 要 素 の 確率 法則 (頻度 分 布 の 法則 ) の あて は め 
噴火 に 関係 ある 諸 量 間 の 害 量 的 な 関係 を 解析 する た め に は , その 基礎 と し て , それ ら の 確率 
法則 が 規定 され な けれ ば ぼ ば ならない . そこ で 1945 年 9 月 ~1948 年 10 月 は 大 森 式 微動 計 に よ ょ 
る 火山 性 地震 の 観測 が 一 時 欠 測 に な つて いる の で , まず 1949 年 1 月 ~1959 年 10 月 の 期間 
と つい て 各 要 素 の 発現 の 頻 慶 分 布 図 を 作 つ て , それ ら の 正規 分 布 の 適合 慶 検定 を する と , 噴火 
日 の 確率 で は 
n=130 BwE2c¢ %%=80.58 
火山 性 地震 数 で は 
m=130 自由 庶 2 で 2% = 229.14 
と な り , 正規 分 布 の 仮説 は 1 以下 で 捨て られ る と いう 結果 に な つた . そこ で, 噴火 や 噴火 に 
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関係 ある 噴煙 , 火山 性 地震 な ど は , 機構 その も の は 複雑 な Parameter を 含ん で いる も の で は 
HOD, 次 元 の 減 つ た 状態 で 観測 され て いる と いう 解釈 の も と に , 了 ア - 分 布 (Peason OH MF 
分 布 ) の 適合 を 考え て みよ う . 分 布 の 適合 慶 検 寺 に は 2・3 の 方 法 が ある が , ここ で は % 生 分 
布 の 方 法 を 使う で と に する . 

アア - 人 分布 は 一 般 に 


EC 


-8r(z + a (1) 
Pe ee 


F (a, a, B,v) = 


で 表わさ れる が , HinweRe kook wiclt @a=0 と し て Parameter B, » を 求め る . こ 
DREAMY, 増山 , 黒岩 の 方 法 に よる 最 推 規 法 な ど が ある . 


Fe Bye 5 aYte-Be (2) 
か ら ta ee 


が 得 ど れる の で , fp>5 に な る よう に data を k 階級 に わけ 


j=t Mp; 
求 る る 
ED oes 
{AL = econ e-b«dx 


= I'(as)—T'(a@j-1) G=1, 2°+--h a =0, ae =o) 
ICHBZESI py REDS, 
#72 [(a;) vx 


pe i at es i uv pti oe En 
ra) =|’ fey Pete = ay i nig 


{aU x = = =y--l, 


に 変換 され る が , p, u Pb Maj) を 求め る 図表 が で き て いる の で ?, それ を 使 つ て 1949 年 


Table 1, Test of fitness of FT-distribution. 


Variant Sample size d.f x2 Dr{Xo2=x2} 
Probability of eruption alt 130 1 2.44 25% 
Monthly sum of number of ahantved volcanic a 
earthquakes and tremors £30 2 3.71. 10% 
Monthly sum of kinetic energy of eruptions 130 il DAT 10% 


ee of eee of enormous amoumt of 130 1 6.23 10% 
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1 月 ~1959 10 HOSBRO [-PROMBELMNS& Table 1 と な る . と これから 噴火 
ゃ や, 噴火 に 関係 の ある 火山 性 地震 , 目 最 大 噴煙 量 5 以上 の 月 別 の 発生 頻 慶 分 布 な ど は , 何れ る も 
アア - 分 布 が 適合 し て いる と いう 仮説 は す て ら れ な いこ と と が わか つた . 


$4. 月 別 の 火山 性 地震 数 と 噴火 日 の 確率 な ら び に 噴火 の 機械 的 エネ ルギー と の 相関 

a) 月別 の 大 森 式 微動 計 で 観測 し た 火山 性 地震 や 微動 数 と 噴火 日 の 確率 と の 相関 

1945 年 9 月 ~ 1948 年 10 月 の 欠 測 期間 を 中 心 と し て , 1931 年 1 月 ~1945 年 2 月 の A 
group 170 ヵ月 と , 1949 年 1 月 ~1959 年 10 HD B group 130 ヵ月 の 2 つの 期間 に つい 
で され ら の 相関 係数 を 求 あ で 巡る と Table 2 と な る ,。 ERM OMRICKLSL, Hit I- 
分 布 を する 各 有 要素 聞 の 相関 係数 と , 正規 分 布 を する 各 要 素 間 の 相関 係数 と の 聞 に は log 変換 
の 場合 Table 3 の 関係 が あぁ る こと が わか つた の で , これ か ら Table 2 の 有意 性 の 検定 を す 
る と , 何れ も 人 危険 率 1 祖 で 有意 で ある こと が わか つた . 従 つ て Table 2 か ら 特 徴 あ る 現象 と 


Table 2. Coefficient of correlation between the probability of eruptions and the 
monthly sum of number of volcanic micro-earthquakes observed at 


Oiwake. (Mag. x 100) 


Coefficient of correlation of same month 


Coefficient of correlation between the volcanic micro-earth- 
quake of a certain month and the probability of eruption of 


the next month 


| +0.29* +0.80* 


+0.14* +0.46% 


Coefficient of correlation between the probability of eruption 
of a certain month and the volcanic micro-earthquake of th 


next month 


+0.21* +0.63* 


* Significant level 1% 


Table 3. Relation between the coefficient of correlation of /’-distribution 
and that of normal distribution (by E. Suzuki) 


Normal distribution 


T’-distributioin 


Normal distribution, [’-distribution 
—1.0 | ー0.37 
—0.9 | —0.35 
—0.8 —0.32 
—0.7 ~~ —0.29 
—0.6 er 0.20 
—0.5 | —0.23 
—0.4 —0.19 
—0.3 —0.15 
—0.2 —0.11 
—0.1 —0.06 

0 0 


0.1 
0.2 
0.3 
0.4 
0.5 
0.6 
0.7 
0.8 
0.9 
1.0 


0.06 
0.13 
0.20 
0.29 
0.38 
0.48 
0.59 
0.71 
0.85 
1.00 
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し て 2 つ の こと が いわ れる ! 第 1 は A, BO group で 相関 係数 が 著 じ さく 違 うに と と で ある 
の 原因 は data が 古い の で , その 時 代 の 地震 計 の 取扱 な ども 多少 関係 し て いる こと と は 思わ れ 
る が , A group は 活発 な 噴火 を 繰り 返し た 期間 で あぁ ある の に 対し て , B group は や や 規則 的 な 
噴火 を 群発 し た 期間 で ある こと も 原因 の 1 つと 考え られ る . し か し この こと は 重要 な 問題 で る 
ある の で 別に 検討 する 予定 で ある . 第 2 の 現象 な 2 ろう の 要素 の 期間 を 前 後に ずら し じ て 求 た 相 
関係 数 が , 同 じ 月 毎 の data の 場合 が 最も 大 きく , ある 月 の 火山 性 地震 数 と 翌月 の 噴火 日 の 確 
と の 相関 係数 より も , ある 月 の 噴火 目 の 確 率 と 翌月 の 火山 性 地震 数 と の 相関 係数 の 方 が より 
大 きく , この 関係 は A, B 2 つの group の 間 で は 相関 係数 の 絶対 億 が 眉 う だ け で , 傾向 は す 
べ て の 場合 に つい て 一 因 し て いる と こと で ある . COMBS RIE FROMRAORMIC LOT 
次 第 に 興味 ある 結果 が 得 ら れ て いる が 49, 噴火 機構 と る 関連 する 重要 な 問題 で ある . 

以上 の 関係 か ら 月 別 の 火山 性 地震 と 噴火 の 関係 を 求め る と , B group で は 相関 係数 の 値 が 
大 きい の で , 同じ 月 毎 の 場合 は も ちろ ん の こと , ある 月 の 値 か ら 翌 月 の 噴火 の 危険 玉 ま で か な 
0 BARRIO RD SIVSD, A group の 場合 は 不明 上 内 で ある の . 

b) 月 別 の 火山 性 地震 数 と 噴火 の 機械 的 エニ ネ ルギー と の 相関 

前 項 と 同じ 期間 に つい て , 月 別 の 噴火 の 機械 的 エネ ルギー と 火山 性 地震 数 と の 相関 を 求 る る 
と Table 4 と な る . 


Table 4. Coefficient of correlation between the monthly sum of kinetic energy 
of eruptions and the monthly sum of number of volcanic micro- 
earthquakes observed at Oiwake (Mag. x 100) 


Coefficient of correlation of same month | +0.35* +0.68* 


Coefficient of correlation between the volcanic micro-earth- 
quake of a certain month and the kinetic energy of eruption, +0.12** | 0.29* 
of the next month 

Coefficient of correlation between the kinetic energy of erup- 
tion of a certain month and the volcanic micro-earthquake of +0.21* +0.45* 
the next month 


* Significant level 1 % 
** Significant level 5 % 


そこ と で 前 同様 に Table 3 を 参考 に し て , 有意 性 を 検定 する と , MRO PLES. そし 
て この 場合 は Table 2 に 比べ て 相関 係数 の 値 が や や 小さ い が , 前 節 の 結論 と 同様 に , PEK DS 
続発 する よう な 状態 で は , や や ゃ 規則 的 に 噴火 を 群発 する 状態 より る, 噴火 の 機械 的 エネ ルギー 
を 予測 する こと は 困難 で あぁ あり, 強い 噴火 後に 起 る 火山 性 地震 の 方 が , LOMB LE 04BFCh 
SCLERLTWS, 
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$5. 月 別 の 日 最大 噴煙 量 5 以上 の 発生 頻度 と 噴火 日 の 確率 な ら び に 噴火 の 機械 的 エネ ル ギ 
—¢ OB 

a) 噴煙 量 と 噴火 日 の 確率 と の 相関 

Table 5 は 1939 年 1 月 ~1958 年 12 月 の 240 ヵ月 の 全 和 観測 値 か ら Rw め た 相関 係数 で あ 

る . その 結果 火山 性 地震 の それ に 比べ る と , 特に 噴火 に 先行 する 相関 係数 の 値 が 大 きく , § 2 

で 定性 的 に 認め られ た 噴煙 量 が 噴火 に 1~ 2 ヵ月 先行 し て 増加 し て いる と いう 傾向 は 有意 で あ 


Table 5. Coefficient of correlation between the probability of eruptions and the 
probability of occurrence of enormous amount of smoke. 


Costiiient of a of same nth +0.64* 


Coefficient of correation between the quantity of smoke of a certain. 


_month and the probability of eruption of the next month _ | +0.62* 


Coefficient of correlation between the quantity of smoke of a certain 0.55% 
| 


_Coefficient of correlation between the probability of eruption of a +.0.50* 


cS Sionificant: jevel> 1% 


る こと と も 認め られ , 同時 に ある 月 の 噴煙 量 と 2 ヵ月 後 の 噴 火 日 の 確率 と の 相関 係数 は , ある 月 
の 噴火 日 の 確率 と 翌月 の 噴煙 量 と の 相関 係数 より る 大 きい と と も わか つた . 

b) 噴煙 量 と 噴火 の 機械 的 エネ ルギー と の 相関 

前 項 と 同じ 期間 に つい て , これ ら の 相関 係数 を 求め て みる と Table 6 と な る . こと これから 月 
別 の 目 最 大 噴煙 量 5 以上 の 発生 頻 諾 は , 噴火 日 の 確率 と 同様 に , 噴火 の 機械 的 エネ ルギー で も 
噴火 に 先行 し て あぁ ら わ れる 有 有 意 な 正 相関 が ある と と が わか つた . そこ と で 1939 年 1 月 ~1959 年 
9 月 の data で , ある 月 の 日 最大 噴煙 量 5 以上 の 発生 頻度 か ら , FADREREX 0, 1~10, 
11~20, ……… の よう な 階級 に わけ て で て, 各階 級 の 全体 の 回 数 を 求め , その 値 で 翌月 また は 2 ヵ月 
後 の そ を それ ぞ れ の 階級 で 各 強 さ の 噴火 を し た 場合 の 回 数 を 除 し て , 噴火 の 危険 索 を 求め て みる 
ES EE Fig RL 


Table 6. Coefficient of correlation petivetn the monthly sum of kinetic energy 
of eruptions and the probability of occurrence of enormous amount of 


smoke. 


Copmelent of correlation of same month +0.47* 


_ Coefficient of correlation between the quantity of smoke of a certain month _ 40.44% 
and the kinetic energy of eruption of the next month ; 
Coefficient of correlation between the quantity of smoke of a certain month 0.38% 
and the kinetic energy of eruption of the two months later | 
Coefficient of correlation between the kinetic energy of eruption of a_ Fr 0. 3g 
certain month and the quantity of smoke of the next month 


* Singnificant level 1% 
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Fig. 5. Relation between the eruption and the probability of occurrence of 
enormous amount of smoke in the month preceding the eruption. 
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Fig. 6. Relation between the eruption and the probability of 
occurrence of enormous amount of smoke in the 2 months 
before the eruption. 


§ 6. 月 別 の 火山 性 地震 数 な ら び に 日 最大 噴煙 量 5 以上 の 発生 頻度 か ら 求 め た 噴火 日 の 確率 

各 節 の 解析 で , 噴火 と 火山 性 地震 な ちら び に 噴煙 量 と の 関係 が 求め られ た が , これ ら 諸 要素 の 
確率 法則 は , 複雑 な Parameter を 含ん で いる 了 - 分 布 に 適合 し て いる こと が わか つた の で さ で, 
いま まで 長期 間 観測 し て きた 火山 性 地震 数 や 噴煙 量 を combine し て 噴火 を 量 的 に 求め る 方 法 
fe BAO 

すなわち , WEAK 70~100 倍 微 動 計 で 観測 し た 火山 性 地震 数 と 微動 数 の 月 合計 値 を を, 
月 毎 に 求 あ た 日 最大 噴煙 量 5 以上 の 発生 頻 許 を y, 月 毎 に 求め た 噴火 日 の 確率 を z と する と , 
Z の ご ぐ 〆 ぶ アヤ Y へ の 回 帰 平面 の 方 程 式 は 


Ver — et o 
2 Et BS WR. (cz—?) 
Ox 


Vey—Ve2l x Oz ne =: 
ia ee ee (4) 


1— Tay? Oy 


CRHDENSPS"™ (KEL (4) RO ZY, ZUECNEN a, y, z OF BMELEDL, 

Vey, Yar, Vey, +++ VL wy, 20, 2Y の 相関 係数 を , oz, dy, 62 は a, 9, 2 OMMBMEIDF) 

全 期 間 を 通じ て 同じ 条 件 で 観測 され て いる 1949 年 1 月 ~1959 年 10 月 の 対応 する 同じ 月 の 
観測 値 を (4) 式 に 代入 する と , 
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Z = —0.028+0.0013%+0.0031y G5.) 
と な る . ERKBMBS RRL 


= V rex Gs = Vevey) +fey (rey ーー Vax yx) 


iy 1—Pey? 
=.0 87, 
標準 偏差 は Ozay? = 02°(1—Przy)? から 
dei = 0.075 


ETS, 
また , 同じ 期間 の data で , ある 月 の 火山 性 地震 数 と 日 最大 噴煙 量 5 LORE DSB 
月 の 噴火 日 の 確率 2 を 求め る と 


z = 一 0.022 十 0.0004z 十 0.0041y (6) 
rezy = 0.63 
zy = 0.116 


と な る しかし, ここ と で 問題 な の は z や 2 OFF LLOCORMROTL CESAR, 4B 
素 が 了 - 分 布 を する 場合 の Zezy, 7z'zy の 有意 性 の 検 寺 方 式 は 理論 的 に 解決 され て いな い の で , 
POW BW SC LCT SEIS) ACs 

F = 398.53 (m1 =k-1=1, m = N—k = 128) 
(6) ACE 


100-- 


§ 8 
a = 
5 8 
o ov 
50 $ 50 
> = 
a a 
Ay 
0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0 01 0.2 03 04 05 06 
Calculated probability 
Fig. 7. Relation between the eruptions Fig. 8. Relation between the eruptions and 
and the probability of eruptions the probability of eruptions of the next 
calculated with experimental month calculated from the data of a 


certain month with experimental for- 
mula, 


formula, 
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F = 84.48 (m1 =k-1=1, mz = N—k = 128) 
と な つて , 高度 の 有意 性 を も つて いる こと と は 確か らし い . FLUCKUMMECREROKOS 
の の 観測 値 か ら 直 接 噴 火 と の 関係 を 求め た と 同じ よう に , z や 2’ の 各階 級 で の 噴火 の 危険 率 
を 求め る と Fig.7, Fig. 8 と な る . これから みる と , 噴火 は 火山 性 地震 数 や , 噴煙 量 を 
combine し た 状態 の 方 が , お の お の 測 立 に 噴火 の 危険 索 を 求め た も の より も , 点 の ば ら つ き 
が 少な く , z や 2) の 計算 値 が 寺 ま た は 負 の 領域 で は 噴火 は 極 あ て まれ に し か 起 ら な い が , K 
きく な る に 従 つ て 噴火 の 確率 が が 大 きく な つて いる ,. Fig. 9 は (5) KE (6) KRHS 1949 年 
1 月 ~1960 年 11 月 の 各 月 の z vf を 計算 し , それ と 実測 値 を 比較 し た も の で ある . Ek, 


Probability of eruption 
Probability of eruption 


Fig. 9. Relation between the probability of eruptions calculated with 
experimental formulae (5), (6) and the probability of eruptions. 
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Fig. 10. The probability of eruptions calculated with experimental formula and 
the probability of eruptions. 
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Fig. 11. The probability of eruptions of the next month calculated from the 
data of a certain month with experimental formula and the probability 
of eruptions. 


Fig. 10, Fig. 11 は それ ら の 月 * の 変化 を 調べ た も の で ある が , この 関係 は 計算 に 使用 し た 期 
HDS, 多少 点 の ぼら つき は ある が , か な り 定 量 的 に 予測 が 可能 で ある こと を 示し て い 
る 


§ き 7 月 別 の 火山 性 地震 数 な ら び に 日 最大 噴煙 量 5 以上 の 発生 頻度 か ら 求 め た 噴火 の 機械 的 
エネ ルギー 
前 節 と 同じ 期間 の data で , 対応 する 同じ 月 の 観測 値 を (4) 式 に 代入 し て 噴火 の 機械 的 テ 
ネル ギー 戸 を 求め る と 


E = -—0.093 寺 0.0051z 十 0.0069y CE) 
Vaxzy = 0.70 
CAzy = 0.426 


と な り , ある 月 の 火山 性 地震 数 な ら び に 日 長大 噴煙 量 5 以上 の 発生 天 度 か ら 翌 月 の 噴火 の 機械 
的 = ネル ギー 下 ' を 求め る と 


E’= —0.087+0.0008z 十 0.0127y | (8) 
Ta’zy = 0.45 
On'ey = 0.538 


と な り , FRA CARMEL RELTRSOL Lazy, Lazy 共に 有意 性 を る も つて いる こと と は 確か 
SLY, そこ と で 計算 値 と 実測 値 が どの よう に 分 布 し 変化 し で いる か を 調べ て みる と Fig. 12, 
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Fig. 12. The monthly sum of the kinetic energy of eruptions calculated with 
experimental formula and the monthly sum of the kinetic energy of 
eruptions. 
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Fig. 13. The sum of the kinetic energy of eruptions of the next month calculated 


from the data of a certain month with experimental formula and the monthly 
sum of the kinetic energy of eruptions. : 
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Fig. 13 と な る . これ か ら , 噴火 日 の 確率 の 場合 と 同様 に 計算 値 の EB © BF の 零 ま た は 負 の 
領域 で は 噴火 が は な と ん ど 起 ら ず ES 正 が 大 きく な る に 従 つ て 噴火 が 始ま り , 計算 に 使用 し 
た 期間 以外 に る 適用 で きる こと が わか つた 2. 


SSG FU 

以上 は 軽井沢 測候所 と 追分 観測 所 が 創立 以来 行 つ て きた 20 余年 の 資料 全部 を 使 つ て, その 
間 の すべ て の 噴火 に つい て 解析 し た も の で ある が 次 の よう な 結果 が 得 ら れ た . 

1) 追分 で 大 森 式 70~100 倍 彼 動 計 で 火山 性 地震 を 観測 する と , 噴火 の 前 後に 火山 性 地震 が 
増加 する と いう 有意 な 相関 が 求め られ る が , 火山 性 地震 の 発生 は 噴火 の 前 月 に 起 る 地震 数 より 
も , 噴火 後に 続い て 起 る 地震 数 の 方 が 顕著 で ある . 

2 噴火 が 続発 する よう な 時 は , ある 期間 中 休み を し て 噴火 を する よう な 時 に 比べ て 火山 性 
地震 と 噴火 と の 関係 が 不明 瞭 で ある . 

3) 月別 の 日 最大 噴煙 量 5 以上 の 発生 は , 火 日 付近 に 発生 する 微小 地震 の 増加 に 対応 し て い 
る が , 噴煙 量 は 噴火 の 翌月 より も 噴火 前 1~2 ヵ 月 の 方 が 多く 発生 する . そし て この 関係 は 噴 
火 目 の 確率 に つい て を も 噴火 の 機械 的 エネ ルギー に つい て る 同様 で ある . 

4) 噴火 と 噴火 に 関係 ある 諸 要 素 の 頻度 分 布 は 複雑 な Parameter を も つ 7 了 7- 分 布 に 適合 す 
る . し た が つて 噴火 の 状態 を 求め る の に 大 山 性 地震 や 噴煙 量 を combine し た 回 帰 平 面 の 方 程 
式 を 作 つ て 計算 値 と 実測 値 を 比較 する と , HOROUMUVICROEEOLVOMBDKE<S, E 
量 的 な 予測 が ある 程度 可能 で ある こと が わか つた . 

5) 月 毎 の 噴火 日 の 確率 は (5) (6) K, 噴火 の 機械 的 = ネ ルギー は (7) (8) KOR 
bh, これ ら の 重 相関 係数 の 有意 性 は 確か らし い が , そ の 絶対 値 は 噴火 日 の 確率 の 方 が 大 きい . 

6) 計算 値 と 実測 値 を 比較 する と 22, BE が 零 ま た は 負 の 時 は 噴火 が ほとん ど 起 ら な い 
RR RU A BS. 

7) 1950 年 9 月 23 日 の 大 爆発 は 10 ヵ月 余り 中 休み を 続け て 突然 大 爆発 を 起 し た , 浅間 
山 の 最近 の 噴火 と し て は 珍し いも の で は ある が , と この よう な 方 式 で 解析 する と , 噴火 前 相当 長 
期間 に わた つて z や E の 値 が 大 きく , 他 の 中 休み の 状態 と は 違 つ て いる . し か し EE ゃ E' 
で は 実測 値 が Boney や 3gg'zy の 彼 囲 外 に で る の で 統計 的 に は 珍し い 噴 火 に 属す る も の で , こ 
の 点 で は まだ か な り む づか し い 問 題 で 今後 の 研究 に また ね ば な ら な い . 

と の 報告 は 長期 間 の 噴火 を 対象 と し た た あめ , いろ いろ の 現象 を 包含 し て いる 長所 は ある が な が, 
地震 観測 資料 な ど で は 低 倍 率 の も の を 使わ ね ば な ら な か つた し , 噴煙 の 観測 は , 解析 の 上 で い 
る いろ の 不備 を 補 つ て は いる が 天候 に 左右 され や ゃ や すい. 今後 は こう いう 点 を 考慮 し て 他 の 客観 
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的 な 観測 値 に 置換 えて , より 高度 の 方 式 を 確立 し た いと 考え て いる . 

気象 庁 当 局 は じ め , 創設 に 御 尽 力 さ れ た 故 大 有 森 房 吉 博 士 ), な ら び に 代々 の 所 長 は じ め あめ 所 員 の 
$MBINCKRLRLEV. 諸 先 生 に は 有益 な 御 助言 を 頂き , 原稿 に つい て は 野口 豆 三雄 . 森本 
良平 両 壇 士 に 御所 話 に な つた こと を 感謝 し た い . 
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On the Volcanic Micro-tremors of Sakura-jima. 


Hikaru WATANABE 
(Geophysical Institute, Faculty of Science, Kyoto University) 


By using the seismometrical method, the volcanic micro-tremors of Sakura-jima were 
observed to investigate their nature and the positions of their epicentres on August 1960. 
During the observations the summit crater of the volcano kept the ordinary fumarolic state 
without any explosions. 

The results of the observations and their analyses are as follows: 

1) The later phases of volcanic earthquakes of shallow foci (B type earthquake, after 
Minakami et al.) and the volcanic pulsations of continuous trains (or micro-tremors) have 
the same properties in respect to the propagation direction and the mode of oscillation. 

2) The micro-tremors oscillate in the directions of their propagation in the horizontal 
plane and their wave velocities are in the range of 0.4~0.8km/sec. As their oscillations 
in the vertical plane are not evident in this study, it is not clear whether they propagate 
in a mode of the surface waves or propagate like the body waves. 

3) By using the tripartite station method, the propagation directions of the micro- 
tremors are observed at the five stations surrounding the summit crater. From these resu- 
Its an epicentre of the micro-tremors is determined at the region near Kita-dake and three 
epicentres are also determined on the line of vents, as shown in Fig. 9. But the relation 
between the epicentres in each position is not evident in this study. 

4) The periods corresponding to the peaks of the amplitude-period relations of both 
the micro-tremors and the later phases of deep focused volcanic earthquakes (A type earth- 
quake, after Minakami et al.) range from 0.25 to 0.38sec. On the other hand, each one of 
the frequency-period relations of the micro-tremors has two peaks at the respective periods 
ranging 0.19~0.24sec. and 0.28~0.34sec. and the same relation of the later phases of the A 
type earthquakes has only a peak, whose period is about 0.3 sec. 

If the later phases of the A type earthquakes arise from an effect of the layer system 
of the observation stations, the shorter period corresponding to one of the peaks of the 
frequency-period relation of the micro-tremors (0.19~0.24 sec.) will represent the period of 
oscillation at the origin of the micro-tremors. 


$s ee: Dios 

火山 性 地震 お よび 火山 性 微動 の 観測 に より , COBBORRC HN, 波 の 性 質 を 論じ て , K 
山 活動 を 研究 する と こと は , すでに 多く の 火山 に つい て 試み られ , 特に , PLR KIL, 浅間 山 に つ 
いて は 多く の 論文 が 発表 され て いる . 桜島 火山 に つい て も こと これら の 研究 が 続け られ , COME 
が 期待 され て いる 

桜島 は , 活動 の 規模 や 頻度 に お いて , 最も 注目 すべ き 火 山 で あり , 有史 後 少 な く と も 四 回 に 
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わた る 活動 期 に は 山腹 に 新しい 火 日 を 生じ 多量 の 溶岩 を 流出 し じ た が , 1955 年 に は じ ま り , H 
在 (1960 年 8 月 も し ば し ば 噴火 を くり 返し て いる 今回 の 活動 は 南岳 火 日 に 限ら れ , その ヴ ダヴ ル 
ヵ カノ 型 噴 火 は 浅間 山 の そ れ に よく 似 て いる と いわ れ て いる ”. 

HOT, 比較 的 短期 間 の 火山 活動 を 予測 する た め に は , 火口 に 近い 振動 源 の 状態 を 調べ , 噴 
火 活 動 へ の 過程 を さぐる こと と が 大 切 で ある . この こと か ら , 火山 活動 の 静穏 な 時 期 を 選ん 
1960 年 8 月 中 旬 , 約 二 週 間 に わ た り , 浅い 火山 性 地震 お よび 連続 的 な 火山 性 微動 を 対象 に し 


て 観測 を 行ない , それ ら の 岩 源 の 位置 お よび 波動 の 性 質 に つい て 調べ た . 


§2, 観測 方 法 お よび 計器 

微動 の 伝播 方 向 お よび 速度 を 測定 する た め に 三 点 観測 を 行 な つ た . これ は 局 地 的 な Noise や 
伝播 方 向 の 異な る 波 が 温 入 する 場合 
各 点 に お ける 相 の 一 致 が 不正 確 に な る 

で , 大 き な 誤 差 を 生ずる 慮 が ある . 

の た あめ に 一 辺 100m の 正三 角形 の 

辺 上 に 4 へ 5 HOM BRT eb, 

各地 点 で 相 が 明瞭 に 一 致す る 流 の み を 

mre), 三 点 観測 に よる これ ら の 誤 

差 を 最小 に する よう 勢 あ た . 

振子 は 佐々 式 C 型 水平 動 地 震 計 (To 


un as 


0.1 —. =0.5sec.) 用 THe E.T.L-O 
1 20018 5 10 20 30 100 (cps) 
Fig. 1. Over all frequency responce of the 増 巾 器 お よび 三栄 温 A ROB Utat (Lo 
seismograph. 


=1/30sec.) (COkWC, BZSRAZe 
マイ で ド に 記録 した. この 記録 装置 の 周波 数 特性 (Fig. 1) の peak は 27 cps で ある か ら , H 
動 の 震動 周期 解析 に あぁ た つて , 記録 装置 に よる trouble は ほとん ど な い と 考え られ る . ERM 
動 の 振 由 を 議論 する 場合 は , 倍率 曲線 (Fig. 1) に よ つ て 正確 に 補正 を 行 な つ た . 

観測 点 に お いて は , 記録 装置 の 各 成 分 の 特性 お よび 感度 を そろ える た め に , 観測 を は し じ め る 
直前 に 振子 を 一 ヵ所 に 集め , それ ぞ れ 補正 を 行 な つ た ._F 拉 . 2 お よび Fig. 3 は 得 ら れ た 火山 
微動 の 記録 の 一 例 で ある . 


§ 3. 火山 性 微動 の 性 質 
"観測 期間 中 (14th~24th Aug. 1960), 火山 微動 は 非常 に 小さ く , 振 巾 は 数 ミク ョ ン 以 下 で 
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Fig. 2. An example of traces of the volcanic micro-tremors 
observed at Harutayama. (Time mark every 0.01 sec.) 


Fig. 3. An example of traces of the volcanic micro-tremors 
observed at Kurokami. (Time mark every 0.01 sec.) 


あつ た の で , 雑 徴 動 の 小さ く な る 深夜 の 観測 を 行 な つ た . 記録 か ら 火 山 性 の も の だ け を 選び 出 
す に は , その 出現 の よう す , 伝播 方 向 , 振動 様式 な ど に 注目 せ ね ば な ら な い . それ ら を 確 あ る 
た め 最 初 に 引 ノ 平 の 大 正 火 日 附近 で 一 辺 100m の ほぼ 正三 角形 の tripartite net を 作り , A 
測 を 行 な つ た . 地震 詩 の 配置 お よび その 記録 は Fig. 4 お よび 『Fig. 5 に 示さ れ て いる , 

図 中 の Hi, Hs, Hs また ほ He, Hi, He の それ ぞ れ 三 点 で 微動 の 伝播 方 向 と 速度 を 決め , 
更に 一 例 と し て , Hi, He の 水平 二 成 分 で 水平 面 上 の 和 軌跡 を 作る と Fig. 6 が 得 ら れる . 図 中 
の 0 衣 有 2 お よび a, bc, は それぞれ 記録 (Fig.15) OW AICwHTS. また 矢印 
で 三 点 観測 で 求め た 伝播 方 向 お よび 速度 を 示し て ある . 

Fig. 5 の 記録 に た よ つ て る も 有 上 明らか な よう に , 一 つの wave train の 各 波 は 進行 する と と も に 
波形 が 変化 し , 相 の 一 致 が 困難 に な る 場合 も ある が , Noise に 大 きく 息 さ れ な いと き は , 例え 


va 渡 辺 


H-3 to Minamidake 


22) 
Fig. 4. Tripartite net. Hy, Hz, -+-, He 
are all Sassa C type horizontal 


pendulums. 


K 


IZ, 1~4 の 波 の よう に その 伝播 速度 お よび 振 
動 方 向 は ほぼ 一 定 し , 振動 は 進行 方 向 (矢印 の 
Fill) を 含む 面 内 で ある こと が 分 る . 更に 5~ 
8 に 至る wave train の 後半 は Noise ICKY, 
軌跡 は 乱 さ れ , 伝播 方 向 お よび 速度 も ば ら つ き 
が 大 きく な つて いる の で , この まき うな 渋 は 今後 , 
伝播 方 向 お よび 速度 の 解析 に は 用 いな いこ と に 
LIS. 

この 観測 に より , 火山 性 微動 の 伝播 方 向 は 予 
MUCK L, BHAA KO De OIANATHTW 
る こと が 分 つた . また 上 下 動 成分 の 記録 が 得 ら 
れ な か つた の で , 微動 の 震動 様式 を 決め る こと と 
その 伝播 速度 (500 m/sec. 


RE SI 


ca) や 水平 面 上 の 軌跡 に よる と , Rayleigh 型 の 震動 を する よう に 思わ れる . 
火山 性 微動 の 出現 の よ ょ うす は , 常時 観測 され る 雑 徴 動 と 異な り , 突然 現れ 次 第 に 減衰 し て ゐ 
く 場 合 が 多 か つ た が , 時 に は 数 十分 も 継続 する こと が あつ た . 水上 等 に よれ ば , 浅い 火山 性 地 


Eig. 5. An example of traces obtained from the tripartite ‘net shown in 
Fig. 4 at Hikinohira. : 
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to Minamidake 
oo— to Minamidake 


(b) 


to Minamidake 
to Minamidake 


"@) 860 m/s 


(c) (d) 
Fig. 6. Locus motions of the volcanic micro-tremors corresponding to 
the traces of H; and Hs shown in Fig. 5. 


Be (B 型 ) と 連続 微動 と は 多く の 点 で 共通 し て いる の で !, と れ ら を 区 別 せ ず 同 様 な 解析 を 行 


Be 
な つた . Fig. 7 は 引 ノ 平 で 行 な つ て いる ルー チン 観測 で 得 ら れ た 記録 の 一 例 で ある . COM 
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Fig. 7. A seismogram of the B type earthquake observed at Hikinohira 
(Time mark every minute). 


則 的 な 震動 様式 や 発震 の 機巧 に つい て は , 他 の 論文 で 発表 され る で あろ う . 


§4. 火山 性 微動 の 震源 位置 お よび 伝播 速度 

観測 点 お よび 観測 期間 は それ ぞ れ , 春田 山 (14~15th Aug. 1960), 引 ノ 平 16~18th), A 
神 (19~21th), 野尻 (22~23th), 高 急 (24th) CHS. 和 島内 の 以上 の 各 観 測 点 で , 同様 な 観測 
を くり 返し , 火山 微動 の 伝 塔 方向 お よび 伝播 速度 を 測定 し た . 

観測 期間 中 , BOT ROMBRBLOCORM, 周期 な ど は ほぼ 一 定 で あつ た し , 噴煙 や 噴 
火 活 動 は 観測 され な か つた の で , 役 動 の 震源 位置 お よび その 活動 状態 は ほな と ん ど 変 化し な か つ 
た と 考え られ る . ゆえ に 各 観 測 点 で 得 ら れ た 伝播 方 向 を 延長 すれ ば , その 交点 が 震源 位置 で あ 
る と 推定 され る . 


記録 し た 徴 動 の 一 つの wave train は 3 ~8 個 の 波 に よ つ て で き て いる が , 前節 で 述べ た よ 
DICH OED RR ROARREAL YD, - そ れ ら の 平均 値 を と つて , 方 向 お よび 速度 を ーー つの 
黒丸 で 示し た . 矢印 は 観測 値 (黒丸 ) の 頻 慶 分 布 の 最大 の 方 向 に と り , その 観測 点 で の 微動 の 
伝播 方 向 と し た . Fig. 8 は 各 観 測 点 で の 測定 結果 で あり , Fig. 9 に この 結果 より 求め あら れる 
震源 位置 それぞれ 0:~04 で 示し て ある . 

Fig. 8 お よび Fig. 9 た み ら れ る よう に , 引 ノ 平 を 除く 他 の 四 点 で は , KE, 方 向 と も に 
紀 較 的 ば らち つき の 大 きい ゲル ー プ (G-I) と 観測 値 は 少数 で ある が , ば ら つ き の 小 さい グル ー 
7 (GI) ご 分 れ て いる . この GI は ( 引 ノ 平 も 含め あて) 北 抽 近傍 の 震動 源 0. を 示し , これ 
が 火山 性 微動 の 震源 位置 で ある と 考え られ る . mic G-II の 方 向 を みる と , それ ぞ れ の 交点 か 
ら , 有 旧 火 日 群 が な らぶ いわ ゆる 構造 線 (A-A) 上 に 別 の 震動 源 02, 0。, 0, が 存在 する か の よ 


うに みえ る . CO G-II を 読み と つた wave train を みる と , GI uwGIEVN1~S5 hE 
れ て 記録 され る こと が 多い の で , CHEE 0: より 出 た 微動 の 二 次 的 な 震動 源 に な つて いる の 
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Kitadake 


(c) Kurokami 


| 


(e) Kémen 


Kémen 


Fig. 8. Propagation directions and wave velocities of the volcanic 
microtremors observed at the five stations. 


か る 知れ な い . 
野尻 は この 構造 線 よ り 南 に ある 唯一 の 観測 
向 の 波 (G-D は 非常 に 少ない の に 反し て , 02, 0s, 04 方 向 の 波 (G-ID WLP CS 7 LOSE 


目 さ れる . 今後 更に 多く の 貨 料 を 得 て , とこ の 構造 線 や 旧 火 日 群 の 波動 論 的 な 影響 に つい て 調べ 


CHS, Fig. 8d) に み ら れ る よう に た に, 1 方 


た いと 思っ つ で いい る. 
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Nojiri 


Fig. 9. Locations of the epicentres of the volcanic micro-tremors. 


次 に 伝播 速度 に つい て , 振動 周期 と の 関係 を 作 つ た が 明瞭 な 相関 は 得 ら れ な か つた . COB 
測 方 法 お よび 読み 取り に よる 誤差 は 10 以 下 に 押さ えら れる ., ゆえ に 0.4 へ 0.8 km/sec の 大 
き な ば ら つ き は 振 源 の 拡がり や 波 の 性 質 に 関連 し た も の で ある と 思わ れる の で , 次 節 の 震動 周 
期 の 解析 と と も に も う 一 度 ぁ ふれ た いと 思う 


§5. 火山 性 微動 の 震動 周期 

各 観 測 点 で 得 ら れ た 記録 に つい て , 震動 周期 解析 を 行 な つ た . これ は 伝播 方 向 や 速度 を 計算 
し た 波 に 限ら ず , 全 つ の 記録 の 全部 に おち た つて その 周期 信 よ び 振 巾 を 読み と つた , Fig. 10 は 
振 市 お よび 周期 解析 の 結果 で ある . 

一 般 に 振 巾 一 周期 分 布 お よび 頻 鹿 一 周期 分 布 は 波動 の 性 質 を 統計 的 に 分 株 する た め , その 分 
布 の よう す が 議 論 さ れる が , この 場合 簡単 の た め , その 分 布 の peak を 与 を る 周期 (卓越 周 
W) DABBASTLICTS. 

Fig. 10 に み ら れ る よう に , 各 観 測 点 で の 頻 慶一 周期 分 布 に は それ ぞ れ 二 つ の peak が あ 
Os その 周期 は それ ぞ れ 0.19~0.24 sec. (Fi) ぉ および 0.28~0.34 sec. (Fz) CHS, Thick 
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Fig. 10. Frequency-period relations and amplitude-period relations of the 
volcanic micro-tremors observed at the five stations. 
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Fig. 10. (continued) Frequency-period relations and amplitude-period relations 
of the volcanic micro-tremors observed at the five stations. 


Table 1. The periods corresponding to the maximums of the frequency-period 
relations (F,, F2) and the amplitude-period relations (A) of the volcanic 
micro-tremors. ; 


(sed.) | (see) | (sec) | “Origin tim) | Date of observation 
Harutayama 0.19 0.30 0.30 1.8 14~15th Aug. 1960 
Hikinohira 0.19 0.28 0.25 i 38° 16~ 18th 
Kurokami 0.19 0.28 0.26 4.5 19~21th 
Nojiri 0.24 0.34 0.34 3.3 22~ 23th 
K6émen 0.24 0.34 0.38 4.0 24th 


し て 振 貼 一 周期 分 布 に は peak は ー つ の み で , 各 観 測 点 で 0.25sec か ら 0.38 sec の 範囲 に 


ば ら つ いて いる (A). 各 観 測 点 で の 卓越 周期 は 震源 距離 お よび 観測 期間 と と も に Table 1 iz 
まとめ て ある . 


一 般 に 波動 論 的 立場 より 考え られ る よう に た に, 震動 源 の 震動 周期 特性 を _PP(@w%) と し , 波動 の 
path お よび 観測 点 の 地層 構造 に よる Filter BM Qo), 記録 装置 の 周期 特性 を Ro) と す 
St, 得 ら れ た 記録 の 周期 特性 Alo) は 


A(o) = P(o):Q(o)- Ro) (た だ し = 7 周期 ) 


で 表わさ れる . この うち Rw) は 記録 に その 特性 に よる 補正 を 行なえ ば 除外 で きる の で , Qo) 
が 明らか に され れ ば 震 動 源 の 周期 特性 Pwo) が 求め られ る . COLSEHWEBRROR SID KI 
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Fig. 11. Frequency-period relations and amplitude-period relations of the A type 
earthquakes observed at Hikinohira (a) and Kémen (b). 


性 微動 に つい て も 同様 に 考え ね ば な ら «Table 2. The periods corresponding to the maxima of 
the frequency-period relations and the amplitude- 


な い の で , 火 山 性 微動 の 震源 と その 位 period relations of the A type earthquakes. 
置 お よび 震動 様式 の 異な る 深い 火山 性 Tela is . 
HEE (A 型 ) に つい て , BV Beko : si ital 
se ‘ ws Hikinohira = legeaOn25 0.25 
aoe Ce UF ae RAE CE 

AE CAM ROMS MRE CR OO | a | | a 


動 周 期 解析 を 行 な つ た . Fig. 11 BE 
び Table 2 に 示し た こと の 結果 を みる と , 頻度 分 布 お よび 振 巾 分 布 は 等 し い 卓越 周期 を 示し , 

火山 性 微動 に よっ つて 得 ち られ た 振 巾 分 布 の 卓越 周期 (A) (Table 1) と 全く 等 し い . ERGARED 
AO Fi に 相当 する 卓越 周期 半 存 在 し な いこ と が 分 つた . 更に Table 1 を みる と , Fi は 14 
目 よ り 21 日 まで , 春田 山 , 引 ノ 平 , 黒神 の 各 観 測 点 に お いて 0.19 sec C-HBLTH), ね わ 
ず か な 微動 の 増加 に つれ て , 22 日 より 24 日 まで の 野尻 , 高 争 に お ける 観測 で は 0.24 sec に 伸 
びている . これ に 対し て は Fs は この よう な 時 間 的 変化 より も むし ろ , よく 経験 され る 常時 微 
動 の 卓越 周期 に 近く , Table 2 の A 型 地 震 の 卓越 周期 と 同様 に 地層 構造 の 周期 特性 を 表わし 
て いる まう に 思わ れる . 次 に 大 山 微動 お よび A 型 地 震 の 振 巾 分 布 に お ける 卓越 周期 (A) は 
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Table 1 ぉ お よび Table 2 に み ら れ る よう に 全く 等 し い の で , と これ は Fo と 同様 に 地層 構造 の 
影 絡 で ある と 考え られ る , 一 般 に , 短 周 期 の 波 ほ ど 振 巾 の 減衰 が 大 きい の で , 振 巾 分 布 に Fi 
に 相当 する 卓越 周期 が 明瞭 で な いこ と が 説明 で きる で ある ろう. 

結局 , REDO SRA (FF) は 震動 源 の 周期 特性 PP(w) を 表わし , Fz お よび 振 巾 分 布 
の 卓越 周期 A は 地層 構造 の 周期 特性 O@) を 表わす も の で ある と 推察 され る . 

次 に これら の 微動 は ), いか な る 震動 を 行ない , どの 様 な 伝播 を と する の で あろ る うか. 常時 微動 
に つい て は すでに いく つか の 研究 が あり , その 卓越 周期 と たよ つて 地層 構造 の 幸 動 周期 特性 , + 
な わ ち 地盤 の 周 有 周期 が 決ま る と いわ れ て いる 2. 更に 地震波 の 通過 に ょ る 震動 の 卓越 周期 に 
つい て る も 微動 の 場合 と 同様 な 結果 が 得 ら れ て いる “りこ と この よう な 固有 震動 は 地層 中 で の 体 実 
波 の 重 復 反射 に に よ つ て 完 常 震動 が 起 る 結果 で ある と 考え られ て いる . し か し §3 で 述べ た よ 
うに , 微動 の あぁ る 部 分 は 伝播 吐 を も ち , その 震動 様式 か ら る 表面 波 的 性 質 を も つて いる よう に 考 
ええ られる. 前節 で 求め た 速度 を 表面 波 の 伝播 速度 で ある と すれ ば , 複雑 な 地層 構造 を 仮定 し , 
さま ざま な 波長 を も つた 表面 波 を 考え ね ば な ら な い . また 実体 波 の 重 復 反射 を 仮定 すれ ば , BZ 
源 の 深 さ を 変 えて 種々 の 入射 角 を 考え る と , 速度 の ば ら つ き が 説明 で きる か る 知れ な い . し か 
し 震源 域 の 拡 が りや 地層 構造 の くわ し い 資 料 が 得 ら れ て いな い 現 在 , PR MICMRO PEW 
題 で ある . 


SE まめ 

1960 年 8 月 14 日 より 24 日 に わた る 今回 の 観測 は , 前 述 の よう に 火山 活動 の 静穏 な 時 期 
で あぁ つた の で , MEI 月 に 入 つ て か ら の 噴火 活動 の 直前 の 状態 に つい て 調べ る こと こと が で きた . 
と の 観測 に よ つ て 得 ら れ た 主 な 結果 は 次 の 通り CHS. 

1) BAR CERN KU, その 伝播 方 向 , 速度 お よび 震動 周期 の 解析 に お いて ほぼ 
同様 な 結果 を 示し た . すなわち B 型 地震 が 頻発 すれ ば 連続 的 微動 と 見 位 さ れる の で は な いか と 
思わ れる . 

2) 水平面 上 の 波 の 軌跡 を みる と , 伝播 方 向 を 含む 面 内 の 震動 を する . 上下 動 成分 を 記録 し 
な か つた の で , すぐ に Rayleigh 波 で あぁ る と 結論 で き な い が , 火山 微動 の 一 部 は 地層 構 造 の 周 
期 循 性 に 影響 され る と と が 確 あ られ た . 

3 火山 微動 の 震動 源 は 現在 活動 し て いる 南岳 より 少し 北方 へ ずれ て , 北岳 近 億 の か な り 広 
WHA ICbROTWS (Fig. 9. また , 構造 線上 (A 一 A に , 二 次 的 な 震動 源 が 存在 する よ 
うに 思わ れる が , これ ら の 波動 論 的 考察 は 次 の 機会 に あず り た い . 

4) 各 観 測 点 の 震動 周期 解析 に よる と , 振 巾 一 周期 分 布 の 卓越 周期 (4) は 0.25 HKD 
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0.38 秒 に ば ら つ き , 各 点 で の 翌 源 より の 距離 お よび 観測 期間 と の 間 に , は つき り し た 相関 は 
み ら れ な い . 次 に 頻 鹿 分 布 を 調べ る と , 周期 0.2 秒 前 後 (F) と 0.28 へ 0.34 秒 (Fa) の こつ 
の peak が み ら れ る . この Fi は , 場所 に 関係 な く , 火山 活動 と と も に 時 間 的 に 変化 し , Fz 
は A と と も に 地層 構造 の 周期 特性 に よ つ で て 決め られ る も の で ある ., ゆえ に 火山 微動 の 震動 源 
で の 卓越 周期 は 0.2 秒 前 後 で あり , HERO filter 特性 を 通し て みた 卓越 周期 (A) を そ 
の まま 震動 源 の 状態 と 結び つけ る の は 適当 で な いよ うに 思わ れる . 


終り に , 終始 , 御 指導 , 激励 下さ つた 佐々 憲三 教授 と 深 く 感 謝 し , 同時 に 観測 に 御 助 力 を 情 
し まれ な か つた 人 防災 研究 所 の 藤原 , 西 両 氏 を は じ め , 江頭 , BA, 小野 , 田中 の 各氏 に お 礼 を 
申し 上 げ る . 
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活 火山 性 温泉 活動 と 水素 同位 体 組成 の 偏り 
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Isotopic Composition of Hydrogen and Variation of 
Volcanic Hydrothermal Activity 
Noboribetsu Hot Spring, Hokkaido, Japan 


Masayo Murozumi 
(Geological Survey of Japan) 


It bears an important meaning in considering the evolution of the earth crust and the 
development of the ocean to clarify the characteristics of isotopic composition of the hydro- 
gen in the earth crust or in magma, and compare them with that of fresh and oceanic 
water. The isotopic composition of the hydrogen exhaled onto the surface from the depth 
through volcanic hot springs is considered to show the original composition in the magma, 
in more un-contaminated form than the case of fresh or oceanic water. 

In this paper, the result of analyses of the isotopic composition of the hydrogen exhaled 
by volcanic hydrothermal activity at Noboribetsu, one of the most typical volcanic hot sp- 
rings in Japan, is described. It is found that the protium in the hot spring shows higher 
ratio than in fresh water, and that the isotopic composition of the hydrogen varies with 
the variation of hydrothermal activity. It is considered that this variation in isotopic com- 
position of the hydrogen is closely related to boiling phenomenon of the hydrothermal 
water. 


& 

火山 や 活 火 山 性 温泉 活動 に よ つ て 放出 され る 水素 の 同位 体 組成 は , HROCMENOKHEOM 
成 を 知る 手がかり と も な る が また 火山 活動 や それ に ひき つづ く 温 泉 活動 を 解析 する た め に 必要 
な 資料 で も ある . 本 報 で は , 活 火 山 性 温泉 活動 の 典型 的 な も る も の で ある 北海 道 巻 別 の 活動 に よ つ 
て 放出 され る 水素 の 同位 体 組成 が 海水 や 淡水 に 比較 し て Protium に 富む こと と , 水素 の 同位 体 
組成 が 福泉 活動 の 消長 に よ つ て 変化 を うけ る 新しい 事実 を 見 出し , その 原因 が 地下 に お ける 圭 
水 の 漠 膳 現象 に 関連 し て いる こと と を 述べ る . 


登別 に お ける Protium と Deuterium の 分 配 

登別 の 温泉 活動 ) は 倶 多 楽 火山 活動 に つづ くも の で 活 火 山 性 起源 の 典型 的 な も の で ある が , 
現在 で は 地下 深 所 より 上 圧し て くる 高温 高圧 の 熱 水 に て に よ つ て ェ エネ ルギー と 移 質 と が 供給 され で 
WS. 第 1 図 は 人 巻 別 温泉 活動 の 構成 を 模式 的 に 示し た も の で ある . 高温 高圧 (200~240°C, 


i; 


+S ee 
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15~35 atm) OPAKiLHE PEO LF 
し 地下 浅 所 の 破砕 帯 な いし 空洞 に お い 
て 沸騰 し 断熱 膨張 し て お よそ 100°C 
の 和 熱 水 と 水 恭 和 気 た 分 離し て 後 , 水蒸気 
は 高 所 こと は こと ば れ 爆 裂 火 日 内 の 噴気 孔 
より 放出 され る が 熱 水 は 破 砕 帯 内 を 流 
下 し て この 地域 の 低 所 より 中 性 食塩 泉 
と な つて 湧出 する 2. こと の 漠 膳 現象 に 
まっ つて 水蒸気 相 は Protium を 濃縮 し 
(100°C に お ける 平衡 恒 数 1.026), 一 
方 熱 水 相 は Deuterium を 央 加 さ れる こと と な る . COB, CO2, HS 等 の 揮発 成分 は 水蒸気 
相 に 移行 し Nat, Kt, Ca?*, Mg?+, CI- 等 の 可 深 成分 は 熱 水 相 に 残存 する こと と な る . 
Hise OVATO Protium, Deuterium ぉ お よび 各 化 学 成分 の 濃度 は , SBMA, BRL 
に お ける 測定 資料 に よ つ て 式 OE EI 
C = {Sei t+ Svses}/{ Dit dvs} (1) 


第 1 図 登別 温泉 の 構成 , 模式 図 


TOR; 
C: 源 熱 水中 の Protium, Deuterium お よび 化学 成分 濃度 
の の: SERBH OCB SBME 
vs: SUARFLICK SAKRABOM EMA 
Cc: 各 温 泉 の Protium, Deuterium お よび 化学 成分 測度 
cs: 各 噴 気孔 に お ける Protium, Deuterium お よび 化学 成分 放出 量 を の s 中 に 換算 し た 
も の 

すなわち (1) 式 の 右辺 第 1 項 は 温泉 水 に た より 第 2 項 は 水 燕 気 に よ つて 地上 に 放出 され る 物 
質量 を 表わし 分 母 は 源 熱 水量 を 示し て いる . 第 1 項 の 値 は 化学 成分 た つい て は 天候 気象 の 外 的 
条件 に ょ つて 全く 影響 を うけ な い が , 第 2 項 は 雨水 降雪 に よる 汚染 作用 を いち ぢ る し くう け 
る こと と が 知ら れ で て で いる. Protium に つい て る も る, し た が つて , 第 1 項 は 地表 水 の 汚染 を うけ な 
いと ど 才 られ る . 

(1) HO C を 連続 的 に 求め 温泉 活動 の 消長 と 関連 づけ る こと は は な は だ 興味 ある 課題 で あ 
る が , v1 Vs, Cy Ce 等 の 値 を 座 別 全域 に わた りか うつ 連続 的 に 観測 する こと は 困難 で ある か ら , 
POMBE LCREM TUR IBHC Deuterium の 値 の 連続 観測 を 行 な つ た . 

さ で 合 別 の 活動 は 既に 報告 し た よう に , 昭和 25 年 前 後に わた り 活 動 度 に 者 し い 消 長 を 示し 
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た . 第 2 図 は , 活動 の 消長 に 際 し て Deuterium OF 


Cl- 濃度 の 連続 観測 に よ つ て で て 消 3 


住 


世 


度 が 変化 する 模様 を 示し た も の で ある . 
民 の 惹起 が 予知 で きる こと , 化学 成分 の 濃度 お よび 組成 の 変化 


の 原因 と に つい て は 既に 詳報 し て ある . KRHA CIREMOBR + AKAREOMMMICOWTON 


va) 


源 熱 水 の 沸騰 現象 に お いて , KERR EL AKHORIK— Hc Protium と Deuterium の 
交換 平 衡 が 温度 に 応じ て 成立 すれ ば Protium/Deuterium は 水蒸気 相 で , Deuterium/Protium 
は 温泉 水 に お いて それ ぞ れ 源 熱 水 の 値 より 大 きく な る . た と ええ 交換 平衡 が 完全 に は 成立 し な く 
と そる 気 相 中 の Protium/Deuterium は 液 相 中 の 値 よ り 大 きく な る と 考え られ る ,. し た が つて 


第 1 表 北海 道 登 別 の 温泉 活動 の 消長 に と も な う , Ak 


の 重水 素 濃度 の 変化 
1952 年 2 月 5 日 1 8 4.50 
10, 11 2 0:27 3.89 
1953, 3. 11 3 a 3.45 
5. 25 4 —0.52 3.37 
8-6 5 —0.25 3.39 
10, 12 6 +0.70 3.24 
10:23 7. +141 3.23 
12.5 2 8 +1.29 3.12 
1954. 3, 8 9 +1.40 2.83 
523 10 +1.29 2.84 
3 11 +0.91 3.06 
9. 13 12 +0.54 3.12 
9. 17 13 +0.34 3.19 
10, 21 14 +2.29 3.29 
Tt 20 15 +1.54 3.27 
12-2 16 —0.16 3.38 
125334 17 e277, 3.35 
1955. 2. 8 18 +0.13 3.50 
216 19 +2.89 3.50 
3725 20 —0.26 3.62 
ee 21 +1.40 3.63 
5. 6 22 +1.46 3.71 
7. 30 23 4+3.32 3.85 
8, 22 24 0.00 3.87 

; mo) is (Foe 

[fi3e% = 水素 原子 の 宣 水 素 原子 %%/ て 199 


(PEE RR GH IK OD TKR F%) 


測定 誤差 +0,05 


CV) Ae Sea CHC KOO TH 
DOA WAKO Deuterium JBL st 


eset yy co より は 小 で あり cs より は 大 きく な 
(g/l) 


4. BAKO Deuterium 渡 度 を 近似 
的 に cc で あぁ ら わ す と すれ ば , HO fe 
より は 常に より 大 きぐ 表わさ れる こと 
と な る . BIR SR No. 29 
の Deuterium #BEO BMY 4 RCH 
る . No. 29 泉 は 化学 成分 濃度 が 最も 
高い も の で 沸騰 現象 の 影響 を 最も う 3 
け , Deuterium JERE 4 pe eee 泉 中 
で 最大 と 考え られ る も の で ある . 

第 1 表 お よび 第 2 図 か ら 次 の と と が 
わか る . 

1) 温 景 水中 の 水素 同位 体 の 組成 は 
温泉 活動 の 消長 に と も ゃ な つて 著しい 偏 
DREUCTWSTE, 

2) 活動 期 に は 中 性 食塩 泉 の Deu- 
terium 渡 席 は 東京 水道 水 ま より 小さ さく 
な る . し た が つて で て 源 熱 水 の Deuterium 
濃度 は , 淡水 の Deuterium JB ED 
小さ いと 考え られ る . 衰退 期 に は 中 性 
RRO DIRE RAKE OAS 
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第 2 図 BARR ORICA 7 5 KROL (第 1 表 参 照 ) 


く な る が , この 除 源 熱 水 の Deuterium 漠 席 が 淡水 より 大 きく な る か どう か は 明か で な い . 


3) 中 性 食塩 泉 の Deuterium 濃度 は 単 時 間 H 


に も 変動 し , 特に 裏 退 期 に は この 変動 が 著 し 


く , 温泉 活動 系 が Deuterium 濃度 に つい て 平衡 , 均質 状態 に な いか , また は Deuterium 4 


度 の 偏り を 生じ ゃ すい 状態 に ある と 考え られ る . 


人 状 別 温泉 活動 に お いて 水素 同位 体 組 成 は この よう た な 偏り を 生じ て いる が , その 理由 と し て 
は , 源 熱 水 の 濃 慶 が 常に 一 定 と し て 地上 近く に お ける 原因 は 次 の よう に 考え られ る , 温泉 活動 


46 ers, ile 世 


が 定常 状態 に 維持 され て いる 際 に は , 第 1 図 の 源 熱 水 の 沸騰 水面 は あぁ る 適当 な 高 さ に あつ て 温 


泉水 と 水 恭 気 の 分離 が 平衡 を 保ち , Deuterium #fitonS ty た 温泉 水 は 湧 出口 群 に 流下 し 水 恭 
Si Protium を 濃縮 し て 噴気 孔 よ り 放 出さ れる . と ころ が 温泉 活動 が 激しく な る と , すなわち 
源 熱 水 の 湧出 量 が 増大 する と 沸騰 水面 は 上 堪 し 遂に は 地獄 谷 爆 裂 火 日 族 に 近づく よう に な る . 
と の よう な 場合 に は 源 熱 水 は 破砕 帯 な いじ 容 洞 内 に お いて は 充分 に 沸騰 現象 を うけ る こと な 
く , いわ ば 生 の まま で 中 性 食塩 泉 の 湧出 口 に 供給 され る よう に な る か ら , 中 性 食塩 泉 に は 
Deuterium OMB RWLBASNS, 一 方 衰退 期 に な つて 熱 水量 が 減少 する と 沸騰 水面 
が 低下 し , 空洞 内 に お いて 沸 麻 現象 が 充分 お こり Deuterium を 央 加 され た 温泉 水 が 湧 出口 群 
に 供給 され る と 考え られ る . すなわち , PMABRO Deuterium 組成 の 偏り は , 温泉 活動 の 
消長 に 伴 な う 源 熱 水 の 沸騰 現象 の 状態 変化 に 起因 する も の で ある と 考え られ る . 以上 の 考察 で 
は 源 熱 水 の Deuterium 濃度 は 常に 一 害 と 仮定 し た が , 地下 深 所 と こ お け る 源 熱 水生 成 の 機構 に 
BWC, 源 熱 水中 の Deuterium 渡 諾 が 変動 する こと も 考え られ る か ら 第 1 表 及 び 第 2 Mica 
され る Deuterium 濃度 の 偏り は , 地下 浅 所 と 深 所 の 原因 が 重複 し て 生じ た も の で あろ う . 地 
下 深 所 に 原因 を ゃ つ Deuterium 濃度 の 変動 は (1) 式 の 解 を 長期 に わた り 続 ける と こと に よう つ 
て 解明 され る が , 第 2 項 の 資料 の 不足 で 本 報 で は 触れ 得 な い . 

本 研究 を 行なう に あたり 北大 理学 部 太秦 康光 , 福富 孝治 , 石川 俊夫 教授 の 御 指導 を うけ た . 
水素 同位 体 組 成 の 測 守 は 東京 都立 大 学 理学 部 千 谷 利 三 研究 宣 の 堀部 純男 助教 授 , 小早川 美津 子 
氏 の 手 を わ づ ら わ し た . 北大 登別 病院 斎藤 省 三 教授 , 巻 別 温 泉 株 式 会 社 よ り 試 料 採取 に あたり 
多大 の 御 協 力 を 与え られ た . 東京 都立 大 学 理学 部 半 谷 高久 助教 授 よ り 助 言 を いた だ いた . BS 
御礼 申し 上 げ る . 
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1, 


2. 


5. 
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伊豆 大 島 の 寄生 大 山 分 布 と 活動 様式 に つい て 


(15 分 ) 東大 教養 中 村 一 明 
K. Nakamura: On the distribution and 


activity of parasitic craters and dykes of 


Oshima Volcano, Izu. 


子 持 火 山 の 放 射 状 岩 脈 (10 分 ) 


群馬 沼田 高 久保 誠二 
群馬 大 学芸 新井 BHR 
S. Kubo and F. Arai: Geology of Komoti 
Volcano. 
神津 島 天 上 山大 山 の 噴 火 様式 15 分 ) 
地質 調 一 色 直 記 
N. Isshiki: Mode of eruption of Tenjo- 


san Volcano, K6zu-shima, Izu. 
豆 灰 右 の 生成 た に つい て (1574) 
IAS SS 河井 政治 
M. Kawai: A petrographical note on the 
volcanic ash-pisolite around Mizuami. 
=, =OKWOFMBXK (157) 
ALK All BR 
T. Ishikawa: Types of activity of some 
volcanoes. 
九重 , 由布 , BAKU OMe Se ae 
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倉沢 
K. Ono, K. Takahashi and H. Kurasawa: 
Geology of and around Kuju, Yufu and 


Tsurumi Volcanoes. 
高原 火山 に つい て (15 分 ) 
東北 大 理 WEP, ADRES 
R. Ikeshima and K. Aoki: 
petrology of Takahara Volcano, northea- 


Geology and 


stern Japan. 


5 A 11 A (A) (18.00~17.00) 


8, 


熊野 酸性 岩 類 (予報 ) (15 分 ) 


10. 


Ha. 


12, 


13, 


14, 


15, 
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東大 理 “荒牧 重雄 ・ 深 田地 研 
S. Aramaki and S. Hada: 
rocks—preliminary report. 
複合 カル デラ に 関す る 一 考 宗 (1554p) 
松本 唯一 


A view on the mode of 


羽田 AM 


Kumano acidic 


T. Matumoto: 
formation of some calderas. 
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M. Yamasaki: Origin of banded pumice. 
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Geology of 


sula. 
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東大 震 研 村井 男 


Pyroclastic flow deposits of 


I. Murai: 


various volcanoes in Japan. 


RMAUOR A WHas ( 基 二 ) (10%) 


東大 理 Fit 重雄 
S. Aramaki: Accidental ejecta of Asama 
Volcano. Part 2 
長崎 県 上 均 島 の 火山 岩 類 の 化学 的 性 質 
(15 分 ) 地質 調 倉沢 一 , 高橋 清 
H. Kurasawa and K. Takahashi: Petrology 


and chemistry of the volcanic rocks from 


Kami-goto Islands, Nagasaki Pref., South- 


west Japan. 
北海 道 主 要 温 泉 の 火山 学 的 考察 (15 分 ) 
IEKEE Il BR 
T. Ishikawa: Volcanological considerations 


on the main hot springs in Hokkaido. 
隠岐 島 後 の 地質 と アル カリ 岩 の 分 化 に つい て 
(15 分 ) RAH Ak 護 
M. Uchimizu: Geology and petrology of 
Dogo, Oki Islands. 
本 源 basalt magma の 成因 および basalt の 
成因 的 分 類 (1555) 
東大 理 


KE A, KAA 
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18, 


9: 


20. 


21, 


22. 


23, 


24, 


20, 


OO 


26, 


H. Kuno and JI. Kushiro: 


mary basalt magma and classification of 


Origin of pri- 


basaltic rocks. 
Nepheline-Diopside 系 の 岩石 学 的 意義 
15 分 ) 東北 大 教養 AK 健三 
カー ネギ ー 研 J.F. Schairer, H.S. Yoder Jr. 
K. Yagi, J.F. Schairer and H.S. Yoder Jr.: 
Petrogenic significance of the system 
nepheline-diopside. 


グリ ー ン タフ 地域 に お ける 中 新 世 玄武 岩 類 の 


変質 相 (15 分 ) PIA FR th 
K. Chihara: Alteration facies of some 
Miocene basalts in the “Green Tuff 
Region”. 
月 12 日 (#) (9.00~12.00) 
岩石 の 力学 的 性 質 に 関す る シン ポジ ウム 
総論 (Creep を 含む ) (15 分 ) 
GAB 飯田 LS 


K. lida: 
properties of rocks. 


高圧 下 の 性 質 (2077) RAR 松島 HA 


S. Matsushima: The mechanical properties 


General aspect on the mechanical 


of rocks under high pressure. 
高温 POREEE (20 分 ) 九 大 理 Pts 大 輔 
D. Shimozuru: Elastic properties of rocks 
under high temperatures. 
岩石 の 破壊 ・ 強 度 (20 分 ) 
RAR TK 清 夫 
K. Mogi: Fracture strength of rocks. 
800~1400°C 間 の 火山 岩 の 粘性 (20 分 ) 
北大 理 村瀬 勉 
T. Murase: Viscosity of volcanic rocks at 
temperatures between 800° and 1400°C. 
総括 (20 分 ) 名 大 理 飯田 RS 
K. Jida: Summary on the mechanical pro- 
perties of rocks. 
月 12 日 (#) (13.00~16.00) 
マグ ダマ の 発生 』 LF + ME + ME + [RFED 2X 
カニ ズム の 物理 的 考察 (1) (155) 
名 大 理 島津 康男 
Y. Shimazu: Physical theory of generation, 


upward transfer, differentiation, solidi- 


27, 


28. 


29. 


30. 


31, 


32, 


33, 


34, 


fication and explosion of magma. 
青ヶ島 火山 の 磁気 異常 に つい て (107) 
水路 部 杉浦 邦 朗 , JIA SC= BA 
On the 


geomagnetic anomaly on the volcanic 


K. Sugiura and B. Kawamura: 


island “Ao-ga-sima”. 
伊豆 諸島 附近 の 磁気 異常 に つい て (10 分 ) 
水路 部 杉浦 邦 朗 
K. Sugiura: On the geomagnetic anoma- 
lies in the adjacent sea of “Izu Islands”. 
Air-borne Magnetometer (TC LZKEBK ILO 
その 周辺 の 磁気 異常 の 測定 結果 に つい て 
(15 分 ) 東北 大 理 加藤 愛 雄 , 高木 章雄 
東北 大 工 松尾 正之 
Y. Kato, A. Takagi and M. Matsuo: Geo- 
magnetic survey on Oshima Island area 
by aircraft. 
PUABICHO S BH MRRE (159) 
東大 地震 研 行 武 w WM 大 
T. Yukutake and I. Tanaoka: The local 
anomaly of the geomagnetic field in 
Oosima Island. 
伊豆 大 島 燈 岩 に よる 古 地 磁気 学 15 分 ) 
東大 地震 研 行 武 R 
T. Yukutake: Archaeomagnetic study on 
the volcanic rocks in Oosima Island, 
Japan. 
岩石 の 熱 衝撃 破壊 に つい て (10 分 ) 
東大 地震 研 上 田 誠也 
S. Uyeda: On the thermal shock fracture 
of rocks. 
火山 岩 の 弾 性 温度 変化 と 熱 膨 張 の 測定 (続報 ) 
(15 分 ) 名 大 理 飯田 波 事 , 熊沢 峰夫 
K. lida and M. Kumazawa: Measurements 
of the thermal expansion and the elastic 
wave velocities of volcanic rocks at high 
temperature (II). 


噴気 現象 の 考察 (火山 の 噴煙 ) (1555) 
北大 理 清野 政明 


M. Seino: smoke 


convective flow. 


Volcanic treated as 


5 A 13 B (+) (9.00~12.00) 
35. 桜島 の 地盤 変動 に つい て (8) (105) 


京 夫 防災 研 吉川 圭三 
K. Yoshikawa: On the crustal deformation 
of the volcano Sakurajima. 


36. 燈 岩 流 の 運動 (その 1, その 2) (15 分 ) 
北大 理 横山 OR 


I. Yokoyama: Motions of lava-flow (parts 
I and II) 
37, カル デラ 噴出 物 の バラ ンス ・ シ ー ト (105) 
北大 理 横山 Ak 
I. Yokoyama: A balance-sheet of volcanic 


ejecta from calderas. 
38. RAMIO KUL SMO (5) C57) 
軽井沢 測 関谷 注 
H. Sekiya: An analysis of volcanic acti- 
vity of Mt. Asama. 
39. 寺島 火山 群 に 発生 する 地震 に つい て (15 分 ) 
RABM KER, FARES, Bl & 
T. Minakami, S. Hiraga and T. Miyazaki: 
The recent seismic activity in and near 
the Kirisima volcano group. 
40, 火山 性 地震 の 偶発 性 と 誘発 性 (154) 
RA He 康裕 
Y. Tanaka: Contingency and inductivity 
of occurrence of volcanic earthquakes. 
Al, 火山 活動 に 関係 する 地震 の 研究 (10 報 ) 
(15 分 ) RBG 木沢 絞 
T. Kizawa: A Study of earthquakes in 
relation to volcanic activity (10). 
42, レー リー 波 位 相 速 度 , 爆破 地震 動 お ょ び 重 力 
か ら 見 た 大 陸 と 日 本 の 地下 構造 の 比較 
(15 分 ) RAB £2 
K. Aki: Crustal structure in Japan from 
the phase velocity of Rayleigh waves and 
the Bouguer gravity anomaly. 
5 A 13 A (+) (13.00~17.00) 
43, 第 三種 火山 性 微動 に つい て (157) 
RAH AR 章 
A. Kubotera: The 3rd-kind volcanic 
micro-tremor of Volcano Aso. 
44, PRCA IC It S IK RIE OUT 
(1557) 京 大 防災 研 菊池 Dee 
S. Kikuchi: On the short period volcanic 
micro-tremors at Volcano Aso. 


45, 阿蘇 火山 第 一 種 徴 動 に つい て (1544) 


46. 


47. 


48, 


49, 


50. 


5 


52. 


49 


RAH 加茂 幸 介 
K. Kamo: On the lst volcanic micro- 
tremors at Volcano Aso. 


eae (Soe 
1961 年 霧島 火山 地方 の 地震 に よる 噴気 礼 が 
A, 温 泉水 の 化学 組成 の 変化 15 分 ) 
東工 大 岩崎 岩 次 , RATE 
鹿児島 大 鎌田 政明 , APG 富雄 
I. Iwasaki, T. Ozawa, M. Kamada and T. 
Onishi: Variation of chemical composi- 


tion of fumarolic gases and hot spring 
waters in Kirishima volcanic region. 


活 火山 性 温泉 活動 の 消長 と 水素 同位 体 組成 の 
偏り 15 分 ) 地質 理 室 住 正 世 
M. Murozumi: Isotopic composition of 


hydrogen and variation of volcanic hy- 
drothermal activities. 


火成岩 中 の 揮発 性 成分 (15 分 ) 
Rik FH ira 


components in 


M. Yoshida: 
igneous rocks. 


三原 出 に お ける 火山 灰 浸出 水 の 化学 成分 


Volatile 


5 分 ) 都立 大 野口 豆 三雄 , 神谷 宏 
SRL 達夫 
岩手 大 後藤 達夫 


K. Noguchi, H. Kamiya, T. Kamata and 
T. Goto: Soluble components of volcanic 
ashes collected at the summit of Mt. 
Mihara. や 

火山 ガス と 岩石 の 反応 ( 続 ) (1555) 

北海 道 学 芸大 香山 mw 


I. Kayama, Some chemical changes of 
rocks with volcanic gas placed in 
fumarole. 


温泉 水中 の 窒素 ガス ( 続 ) 15 分 ) 


京 大 理 湯原 
Nitrogen gas 


浩三 
K. Yuhara: in hot-spring 


water. 


物質 移動 量 か ら 見 た 玉川 温泉 (15 分 ) 
東工 大 岩崎 岩 次 , 小沢 竹 二 郎 
吉田 稔 , 岩崎 cid 

鹿児島 大 鎌田 政明 
I. Iwasaki, T. Ozawa, M. Yoshida, B. 
Iwasaki and M. Kamada: Migration 
amounts of substances in Tamagawa hot 
spring. 
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学 会 記 事 

委員 会 

@ 1961 年 2 月 27 A (A) 10 時 ~12 時 

東京 大 学 地震 研究 所 会 議 室 

出席 者 : 。 宮部, 津屋 , 水上 , 岩崎 , SFA, AK, 
森本 , 諏訪 , Pi, 島津 , 土田 , 一 色 , 茂木 , 
小坂 , 荒牧 の 各 委 員 お よび 幹事 

議 題 

春季 総会 お よび 講演 会 開催 に 関す る 件 
雑誌 「 火 山 」 編 集 に 関す る 件 

庶務 関係 事務 の 報告 (水上 委員 ) 

国際 火山 学会 議 に 関す る 件 

a, 経過 報告 (水上 委員 ) 

b. First circular の 文案 の 検討 

c. 国内 か ら 提 出さ れる 論文 を 選定 する 方 法 な 
ど に 関し て 次 の 3 名 の 委員 が 相談 する こと に 
Lic. Tit, RA, 岩崎 BBA 

@ 1961 年 3 月 30 A (A) 10 時 ~12 時 

東京 大 学 地震 研 完 所 会 議 室 

出席 者 : 宮部 , 津屋 , 水上 , 河野 , 岩崎 , 森本 , 
早川 , NA, 種子 田 , mi, Pe, 一 色 , 茂木 
荒牧 の 各 委 員 


Et 
2. 
3. 
4. 


題 
会 計 報 告 (水上 , 諏訪 両 奏 員 ) 
庶務 報告 (水上 委員 ) 
国際 火山 学会 議 に 関す る 件 

a. 本 国際 会 議 が 閣議 で 承認 され た 引水 上 委員 
か ら 経 過 報 告 

b. 募金 趣意 書案 を 検討 

c. 学会 の 討論 の 議題 内 容 に つい て 意見 を 交換 

4. 学術 会 議 と 本 学会 と の 間 の 手続 , 連絡 等 に つ 
いて 意見 の 交換 が あつ た . 

5. IUGG-AIV の Resolution の 取り 扱い に つい 
て 水上 委員 か ら 経 過 報 告 

6. Bulletin of Volcanic Eruptions の 発行 方 法 
な ど に つい て の 連絡 を 緊密 に し , 内 容 の 充実 を 
は か る こと を 申し あわ せ た . 

7. 雑誌 「 火 山 」 編 集 に 関す る 件 

会 誌 頁 数 の 関係 上 , 講演 要旨 は 当分 の あい だ 

掲載 し な いこ と に 決定 じ た . RE LAR 


議 
hi 
2. 
3. 


(BLOEORMBM) KRIFILEBRTS. 


@® 1961 年 5 月 10 A (ak) 15 時 30 分 ~18 時 


総 


東大 地質 教室 小 藤 記念 室 
出席 者 : - 水上 , BA, 佐々 , AAI, 山崎, 一色, 


BYE, TEA, 河野 , 森本 , AK, 諏訪 , NA, 
Fes, 横山 , 石川 , 上 田 , 荒牧 の 各 委 員 
議 題 
1. 会 計 報 告 (諏訪 委員 ) 

1960 年 度 決算 お よび 1961 年 度 予 算 案 の 説 明 
が あり 原案 を 承認 し た . 会 費 未納 の 会 員 一 部 へ 
会 誌 発 送 を 停止 する こと に した. 
2. 編集 報告 (野口 委員 ) 
3. 庶務 報告 (水上 委員 ) 
4. 委員 長 代 理 の 件 

久野 委員 長 不在 の 期間 の 委員 長 代 理 と し て 水 
上 委員 が 選ば れ た 
5. 国際 火山 学会 議 の 人 準備 の 経過 報告 (水上 委員 ) 
6. 国際 火山 学会 議 開 催 に 関す る 寄附 募金 機関 と 
LC [HR KIUSA RMA) & BALK 
学会 内 に 設置 する こと が 決定 され た . KEKE 
員 会 の 委員 長 : MBER, 委員 14 名 と し , 募 
金 期間 は 1961 年 7 月 1 日 より 1962 年 6 月 30 
日 まで と する . KE 諏訪 両 委員 か ら 募 金 の 手 
続 , 見 通し 等 に つい て 説明 が あり 意見 が 交換 さ 
Nic. また 募金 趣意 書 の 原案 が 和信 木 委 員 か ら 示 
され た . 

国際 火山 学会 議 に 国内 か ら 提 出さ れる 論文 の 
選考 方 法 に つい て 意見 が が 交換 され た 。. 
8. 編集 幹事 が 下記 の よう に 改選 され た . 

森本 , 岩崎 , 茂木 , 一 色 の 各 委 員 


N 


へ 
a 


1961 年 5 月 12 日 (4) 16 時 ~17 時 
国立 科学 博物 館 一 号館 講堂 

議 題 

会 計 報 告 (諏訪 委員 ) 
編集 報告 (森本 委員 ) 
庶務 報告 (水上 委員 ) 

国際 火山 学会 議 の 人 準備 経過 報告 
その 他 

以上 原案 通り 可決 し た . 
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Rk 力武 常 次 和 達 清 夫 (以上 地球 物理 ) 
重雄 石川 俊夫 | 3 ee 
Ri 生来 正夫 種子 田 定 勝 
ah 森本 良平 AK te = 
正男 (以上 地質 ) 
BK 小穴 進也 gowak : 
秦 雄 (以上 地球 化学 ) 2 ae ae 
zB ERR sae て es 
良平 岩崎 岩 次 HK WR | 
if ac 
朝 — f& a 竹山 一 郎 
和男 久城 育夫 3 
FH ak tb 
man 36 4.6 4 30 HE FF 発 有 年 3 回 
定価 1 部 金 300 円 
we 日 本 火 山 学 会 
(東京 大 学 地震 研 宛 所 内 ) z 
人 会 希望 者 は 会 費 500 円 を 添え て 地震 研究 所 内 日 本 火山 。 
学会 宛 御 申込 み 下 さい Le. 
(振替 口座 東京 22 2 2 9) 
“Hai | ARS RANE SR 
: 東京 都 新宿 区 山吹 町 184 


Pyroclastic flow deposits of Mydkd Volcano in central Honshi. Japan 

i Masao YAMASAKI, Nobuhiro NAKANISHI and Tetsuo YAMAZAKI 1 
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‘On the Volcanic Micro-tremors of Sakura-jima ....................Hikaru WATANABE 29 
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. ‘THE VOLCANOLOGICAL SOCIETY OF JAPAN 
c/o The Earthquake Research Institute, 
University of Tokyo, Tokyo, Japan 


cS 


b — Co { 


-) 4 a om 

p | 

| 

= 

| 

| 
\ 
\ 

o ini ini teed niente tiie remem es.’ 


. 
a 
iste 


